
○
本
稿
は
、『「
詩
聖
堂
詩
話
」
注
釈
（
上
）』（『
成
蹊
人
文
研
究
』
第
十
八
号
、

平
成
二
十
二
年
三
月
刊
）
の
続
編
で
あ
り
、
凡
例
そ
の
他
は
前
稿
と
全
て
同
じ

で
あ
る
。

（
二
〇
）『
増
注
聯
珠
詩
格
』
に
つ
い
て

世
に
『
増
注
聯
珠
詩
格
』
有
り
。
作
者
の
姓
名
を
載
せ
ず
。
或
は
疑
ふ
、
五
山

の
僧
徒
の
作
る
所
と
。
頃
日
、
朝
鮮
本
の
『
聯
珠
詩
格
』
を
得
た
り
。
末
に
弘

治
二
年
、
竹
溪
安

、
字
は
子
珍
な
る
者
の
跋
有
り
。
云
は
く
、「
成
化
乙
巳

年
間
、
達
城
の
徐
公
居
正
、
増
し
て
註
觧
を
為
す
。
後
七
年
、
我
が
成
宗
大
王
、

臣

及
成
俔
・
蔡
壽
・
権
健
・
申
従

に
命
じ
て
、
徐
注
を
将
て
重
て
補
削
を

加
へ
し
む
。
既
に
獻
じ
て
鑄
字
を
用
ゐ
、
印
頒
す
云
云
」
と
。
今
本
、
此
の
跋

文
無
し
。
故
に
人
の
疑
を
致
す
。
為
め
に
録
し
て
世
に
告
ぐ
。〔
徐
居
正
・
申

従

・
成
俔
の
三
人
、
朱
竹

の
『
明
詩
綜
』
に
見
ゆ
。〕

【
大
意
】
世
間
に
『
増
注
聯
珠
詩
格
』
の
書
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
作
者
の
姓
名
を

載
せ
て
い
な
い
。
あ
る
人
は
疑
っ
て
、「
日
本
の
五
山
の
僧
侶
が
作
っ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
言
っ
て
い
る
。
最
近
、
朝
鮮
本
の
『
聯
珠
詩
格
』
を
手
に
入
れ
た
。

そ
の
末
に
弘
治
二
年
、
竹
溪
安

、
字
は
子
珍
と
い
う
者
の
跋
文
が
あ
る
。
言

う
に
は
、「
成
化
乙
巳
年
間
に
、
達
城
の
徐
公
居
正
が
、
注
解
を
付
け
加
え
た
。

そ
の
後
七
年
、
我
が
成
宗
大
王
が
、
臣
で
あ
る
私
、

と
成
俔
・
蔡
壽
・
権

健
・
申
従

に
命
じ
て
、
徐
の
注
に
さ
ら
に
重
ね
て
補
削
を
加
え
さ
せ
た
。
既

に
献
上
し
て
金
属
活
字
を
用
い
て
、
出
版
頒
布
し
た
云
云
」
と
。
現
在
の
通
行

本
に
は
、
こ
の
跋
文
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
上
の
よ
う
な
疑
を
招
く
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
記
録
し
て
世
間
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
す
る
。〔
徐
居

正
・
申
従

・
成
俔
の
三
人
は
、
朱
竹

の
『
明
詩
綜
』
に
見
え
る
。〕

○
『
増
注
聯
珠
詩
格
』

本
文
に
言
う
よ
う
に
、
李
氏
朝
鮮
の
徐
居
正
の
詳
注

を
附
し
た
朝
鮮
版
の
翻
刻
本
。

○
弘
治
二
年

明
の
年
号
。
一
四
八
九
年
。

当
時
の
李
氏
朝
鮮
で
は
明
の
暦
を
用
い
て
い
た
。

○
竹
溪
安

李
氏
朝
鮮
、

成
宗
治
下
の
文
官
と
思
わ
れ
る
。

○
成
化
乙
巳
年
間

一
四
八
五
年
。

○

達
城

朝
鮮
の
地
名
。

○
徐
公
居
正

徐
居
正
。
朝
鮮
王
朝
初
期
の
学
者
・

官
僚
。
一
四
二
〇
〜
一
四
八
八
。

○
後
七
年

計
算
上
は
後
四
年
に
な
る
の

で
、
な
に
か
の
錯
誤
が
あ
る
か
。

○
成
宗
大
王

李
氏
朝
鮮
第
九
代
国
王
。

学
問
を
愛
好
し
た
。
一
四
五
七
〜
一
四
九
四
。

○
成
俔
・
蔡
壽
・
権
健
・
申
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『
詩
聖
堂
詩
話
』
注
釈
　
（
下
）
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旬



従

成
宗
治
下
の
文
官
と
思
わ
れ
る
。

○
朱
竹

清
、
朱
彝
尊
。
学
者
。

一
六
二
九
〜
一
七
〇
九
。

○
『
明
詩
綜
』

巻
九
十
五
上
に
、
徐
居
正
以
下

三
人
の
官
名
と
詩
が
各
一
首
ず
つ
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
二
一
）
山
本
北
山
親
子
と
の
一
挿
話

余
、
伊
勢
よ
り
歸
り
、
山
本
汎
居
が
緑
陰
茶
寮
に
寓
す
。
庭
前
、
紅
梅
一
樹
有

り
。
已
に
實
を
結
ぶ
比こ

ろ
に
、
葉
間
、
更
に
両
三
點
白
花
を
發
す
。
余
、
詩
有

り
。
云
は
く
。

國
夫
人
玉
作
肌
　
　

國
夫
人
　
玉
を
肌
と
作
す

誤
随
時
世
兢
妍

誤
て
時
世
に
随
て
　
妍

を
兢
ふ

又
猜
新
様
不
相
稱
　
　
又
猜
ふ
　
新
様
の
相
稱
は
ざ
る
を

偸
卸
紅
粧
試
舊
姿
　
　
偸
に
紅
粧
を
卸
し
て
舊
姿
を
試
む

詩
成
る
。
以
て
北
山
先
生
に
似し

め

す
。
先
生
曰
は
く
、「

國
は
淫
行
の
女
子
。

以
て
梅
花
の
清
白
に
比
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
余
、
退
て
汎
居
に
告
げ
て
曰
は
く
、

「
先
生
、
一
大
議
論
を
起
し
て
以
て
詩
を
論
ず
。
此
れ
則
ち
、
先
生
の
先
生
た
る

所
以
な
り
」
と
。

【
大
意
】
私
が
伊
勢
か
ら
帰
り
、
山
本
汎
居
の
緑
陰
茶
寮
に
寄
寓
し
た
時
の
こ
と
、

庭
先
に
、
紅
梅
が
一
樹
あ
っ
た
。
既
に
実
を
結
ぶ
こ
ろ
に
、
葉
の
間
に
、
更
に

二
、
三
の
白
い
花
を
開
い
た
。
そ
こ
で
私
が
作
っ
た
詩
に
言
う
。

國
夫
人
は
玉
の
よ
う
な
白
い
肌
を
し
て
い
る

流
行
に
乗
っ
て
美
し
さ
を
競
っ
て
い
る
の
だ

し
か
し
最
新
の
流
行
の
化
粧
が
似
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
い

秘
か
に
紅
色
の
化
粧
を
落
と
し
て
も
と
の
白
い
姿
を
試
み
て
い
る
の
だ

詩
が
で
き
て
北
山
先
生
に
見
せ
る
と
、
先
生
は
、「

國
夫
人
は
淫
行
で
知
ら

れ
た
女
性
で
あ
る
。
そ
れ
を
梅
花
の
清
ら
か
な
白
に
例
え
て
は
い
け
な
い
」
と

言
う
。
私
は
、
退
散
し
て
汎
居
に
告
げ
て
言
っ
た
、「
先
生
が
、
大
議
論
を
起
し

て
詩
を
論
じ
は
じ
め
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
ま
さ
に
、
先
生
の
先
生

た
る
所
以
な
の
だ
」
と
。

○
伊
勢

四
話
に
「
乙
卯
（
寛
政
七
年
）
の
歳
、
伊
勢
に
到
る
」
と
あ
る
。

○
山
本
汎
居

山
本
緑
陰
。
二
十
二
話
参
照
。

○

國
夫
人

楊
貴
妃
の
姉
。

美
貌
を
誇
り
、
化
粧
を
施
さ
ず
素
顔
で
天
子
に
朝
し
た
と
い
う
。

【
補
説
】
山
本
北
山
は
、
清
新
性
霊
派
の
詩
論
を
主
導
し
た
が
、
実
作
は
苦
手
だ

っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
、
北
山
の
一
面
が
う
か
が
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

あ
る
。

（
二
二
）
山
本
汎
居
の
紹
介

汎
居
、
名
は
謹
、
字
は
公
行
、
北
山
先
生
の
適
嗣
な
り
。
余
よ
り
少
き
こ
と
十

歳
、
交
、
最
も
相
親
し
。
其
の
「
蛙
を
聞
く
」
に
、

斷
續
聲
中
種
種
聲
　
　
斷
續
聲
中
　
種
種
の
聲

の
句
有
り
。
竒
警
、
喜
ぶ
べ
し
。
又
、「
晩
秋
」
に
云
は
く
。

天
氣
惨
凄
霜
下
緊
　
　
天
氣
　
惨
凄
　
霜
の
下
る
こ
と
緊
し

衆
林
染
盡
到
秋
過
　
　
衆
林
　
染
め
盡
し
て
　
秋
の
過
る
に
到
る

小
齋
簾
捲
軽
風
入
　
　
小
齋
　
簾
捲
て
　
軽
風
入
る
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午
睡
枕
邊
紅
葉
多
　
　
午
睡
枕
邊
　
紅
葉
多
し

汎
居
、
毎
月
、
北
皐
・
櫻
宇
・
延
年
・
天
来
・
董
堂
・
山
松
・
顯
臣
・
共
懿
の

諸
人
を
集
め
て
韻
を
分
け
詩
を
賦
す
。
必
ず
余
を
推
し
て
牛
耳
を
取
ら
し
む
。

汎
居
、
固
よ
り
詩
材
多
し
。
我
れ
其
の
愈
よ
老
て
愈
よ
熟
し
愈
よ
其
の
妙
に
到

ら
ん
こ
と
を
望
む
。

【
大
意
】
山
本
汎
居
、
名
は
謹
、
字
は
公
行
、
北
山
先
生
の
嫡
男
で
あ
る
。
私
よ

り
十
歳
の
年
少
で
、
最
も
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
る
。
そ
の
「
蛙
を
聞
く
」
に
、

途
絶
え
た
り
続
い
た
り
す
る
声
の
中
に
様
々
な
蛙
の
声
が
聞
こ
え
る

の
句
が
あ
る
。
奇
抜
で
、
喜
ぶ
べ
き
句
だ
。
ま
た
、「
晩
秋
」
に
言
う
。

天
気
は
物
寂
し
く
霜
が
び
っ
し
り
と
降
り
た

林
じ
ゅ
う
を
染
め
尽
く
し
て
、
秋
が
や
っ
て
来
た
の
だ

小
さ
い
書
斎
で
簾
を
捲
き
上
げ
れ
ば
微
風
が
入
っ
て
く
る

昼
寝
し
て
い
る
枕
辺
に
も
紅
葉
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
る

汎
居
は
、
毎
月
、
北
皐
・
櫻
宇
・
延
年
・
天
来
・
董
堂
・
山
松
・
顯
臣
・
共
懿

の
諸
君
を
集
め
て
、
韻
目
を
分
担
し
詩
を
作
っ
た
。
そ
の
時
、
必
ず
私
を
推
薦

し
て
ま
と
め
役
を
さ
せ
た
。
汎
居
、
も
と
よ
り
詩
の
表
現
の
範
囲
は
広
い
。
私

は
、
彼
が
い
よ
い
よ
円
熟
し
、
詩
の
絶
妙
な
境
地
に
到
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

○
汎
居

山
本
緑
陰
。
漢
学
者
。
一
七
七
七
〜
一
八
三
七
。

○
北
皐

『
臭

蘭
稿
甲
集
』
に
「
山
本
明
卿
。
名
は
時
亮
、
北
皐
と
号
す
。
東
都
の
人
。」
と
あ

る
。

○
櫻
宇

二
十
三
話
参
照
。

○
延
年

二
十
四
話
参
照
。

○
天
来

二
十
五
話
参
照
。

○
董
堂

二
十
六
話
参
照
。

○
山
松

二
話
参
照
。

○
顯
臣

不
明
。

○
共
懿

飯
田
共
懿
。
四
十
話
に
も
見
え
る
。『
五
山
堂
詩

話
』
巻
五
に
「
板
橋
の
人
。
業
を
北
山
先
生
に
受
く
」
と
あ
る
。

○
韻
を
分

け

分
韻
。
詩
会
で
各
人
に
韻
目
を
割
り
当
て
て
詩
を
詠
む
方
法
。

【
補
説
】
山
本
緑
陰
の
詩
会
に
参
加
し
た
詩
人
の
名
が
列
挙
さ
れ
、
以
下
の
段
で

そ
れ
ぞ
れ
が
紹
介
さ
れ
る
。
当
時
の
若
手
の
詩
会
の
様
子
が
う
か
が
え
て
興
味

深
い
。

（
二
三
）
山
田
櫻
宇
の
紹
介

櫻
宇
、「
春
日
晏
起
」
に
、

暖
被
醒
来
初
轉
枕
　
　
暖
被
　
醒
め
来
て
初
て
枕
を
轉
ず
れ
ば

満
窓
花
影
午
鶏
聲
　
　
満
窓
の
花
影
　
午
鶏
の
聲

の
句
有
り
。
七
言
、「
移
居
」
に
云
は
く
。

従
移
閑
地
詩
多
痩
　
　
閑
地
に
移
り
し
よ
り
詩
多
く
痩
せ

自
買
好
山
家
倍
貧
　
　
好
山
を
買
ひ
し
よ
り
家
倍

ま
す
ま

す
貧
し

五
言
に
云
は
く
、

斜
日
孤
村
雨
　
　
斜
日
　
孤
村
の
雨

殘
虹
半
野
晴
　
　
殘
虹
　
半
野
の
晴

「
梅
を
看
る
」
に
云
は
く
。

雪
暗
初
晴
後
　
　
雪
は
暗
し
　
初
て
晴
る
る
後

月
竒
将
曙
前
　
　
月
は
竒
な
り
　
将
に
曙
け
ん
と
す
る
前

皆
な
佳
句
な
り
。
櫻
宇
、
姓
は
山
田
、
名
は
直
大
、
字
は
伯
方
な
り
。
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【
大
意
】
山
田
櫻
宇
の
、「
春
の
日
の
朝
寝
坊
」
に
、

暖
か
な
掛
布
団
か
ら
覚
め
て
来
て
や
っ
と
枕
を
傾
け
る
と

窓
い
っ
ぱ
い
の
花
が
映
り
、
正
午
を
告
げ
る
鶏
の
声
が
聞
こ
え
る

と
い
う
句
が
あ
る
。
七
言
句
で
は
、「
転
居
」
に
言
う
。

閑
静
な
土
地
に
移
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
詩
は
多
く
し
ま
っ
て
痩
せ

よ
い
山
を
買
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
家
は
益
々
貧
し
く
な
っ
た

五
言
句
に
言
う
。

夕
日
の
頃
、
僻
村
に
雨
が
降
り

消
え
残
り
の
虹
が
、
半
分
晴
れ
た
野
原
に
か
か
っ
て
い
る

「
梅
を
看
る
」
に
言
う
。

や
っ
と
晴
れ
た
後
で
も
、
雪
は
か
す
か
に
梅
に
か
か
り

夜
明
け
前
の
月
は
美
し
く
梅
を
照
ら
す

ど
れ
も
み
な
佳
句
で
あ
る
。
櫻
宇
、
姓
は
山
田
、
名
は
直
大
、
字
は
伯
方
で
あ

る
。

○
櫻
宇

山
田
櫻
宇
。『
臭
蘭
稿
甲
集
』
に
、「
山
田
直
大
、
字
は
伯
方
、
西
湖

と
号
す
。
東
都
の
人
。」
と
あ
る
。

【
補
説
】「
春
日
晏
起
」
の
詩
は
、
范
成
大
「
四
時
田
園
雑
興
」
の
「
柳
花
深
巷

午
鶏
聲
。
桑
葉
尖
新
緑
未
成
。
坐
睡
覚
来
無
一
事
。
満
窓
晴
日
看
蠶
生
。」
と
語

彙
を
共
通
す
る
習
作
的
作
品
と
思
わ
れ
る
。

（
二
四
）
松
井
延
年
の
紹
介

延
年
、
姓
は
松
井
、
名
は
壽
。「
梨
花
」
に
云
は
く
。

夢
中
相
遇
林
之
下
　
　
夢
中
　
相
遇
ふ
　
林
の
下
に

玉
骨
美
人
雲
作
裳
　
　
玉
骨
の
美
人
　
雲
を
裳
と
作
す

洗
盡
嬌
顔
雨
晴
夕
　
　
嬌
顔
を
洗
ひ
盡
す
　
雨
の
晴
る
る
夕

更
臨
月
鏡
試
新
粧
　
　
更
に
月
鏡
に
臨
で
　
新
粧
を
試
む

【
大
意
】
延
年
、
姓
は
松
井
、
名
は
壽
で
あ
る
。「
梨
花
」
に
言
う
。

夢
の
中
の
林
の
下
で
出
逢
っ
た
の
は

玉
の
よ
う
な
美
人
で
、
雲
を
ス
カ
ー
ト
の
よ
う
に
し
て
い
る

雨
の
晴
れ
た
夕
べ
に
は
、
美
し
い
顔
を
洗
ひ
尽
く
し
て

そ
の
う
え
、
月
の
鏡
に
向
か
っ
て
新
し
い
化
粧
を
試
み
る

○
延
年

松
井
延
年
。『
臭
蘭
稿
甲
集
』
に
「
名
は
壽
。
碧
海
と
号
す
。
東
都
の

人
」
と
あ
る
。

【
補
説
】「
梨
花
」
の
詩
は
、
全
編
に
巫
山
の
夢
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。
夢

中
で
巫
山
の
神
女
と
契
り
を
結
ん
だ
帰
り
に
、
神
女
は
朝
は
雲
に
夕
は
雨
と
な

る
と
告
げ
て
消
え
た
、
と
い
う
。

（
二
五
）
與
住
天
来
の
紹
介

天
来
、
姓
は
與
住
、
名
は
時
雨
。「
秋
晩
」
に
云
は
く
。

半
庭
斜
日
雨
初
晴
　
　
半
庭
の
斜
日
　
雨
　
初
て
晴
る
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雨
後
秋
風
驟
冷
生
　
　
雨
後
の
秋
風
　
驟
冷
　
生
ず

白
帝
明
朝
欲
回
駕
　
　
白
帝
　
明
朝
　
駕
を
回
さ
ん
と
欲
す

赤
衣
使
者
啓
前
行
　
　
赤
衣
の
使
者
　
前
行
を
啓
く

「
秋
日
」
に
云
は
く
。

昨
来
知
道
微
霜
下
　
　
昨
来
　
知
道
す
　
微
霜
の
下
る
を

染
得
楓
梢
第
一
枝
　
　
染
め
得
た
り
　
楓
梢
の
第
一
枝

只
恐
金
魚
不
堪
冷
　
　
只
だ
恐
る
　
金
魚
　
冷
に
堪
へ
ざ
る
を

取
来
破
笠
覆
盆
池
　
　
破
笠
を
取
り
来
て
　
盆
池
を
覆
す

天
来
、
詩
を
學
ぶ
、
未
だ
一
年
な
ら
ず
。
已
に
此
の
手
段
有
り
。
謂
ふ
所
、
詩

に
近
き
者
な
り
。

【
大
意
】
天
来
、
姓
は
與
住
、
名
は
時
雨
で
あ
る
。「
秋
の
晩
」
に
言
う
。

雨
が
や
っ
と
晴
れ
て
、
庭
半
分
に
夕
日
が
あ
た
り

雨
あ
が
り
の
秋
風
は
、
に
わ
か
の
寒
さ
を
送
っ
て
く
る

秋
の
神
の
白
帝
は
明
朝
、
帰
路
に
つ
こ
う
と
し
て
い
る

赤
衣
の
赤
と
ん
ぼ
が
使
者
と
な
り
、
先
払
い
を
つ
と
め
る

「
秋
の
日
」
に
言
う
。

昨
日
か
ら
微
か
な
霜
が
降
り
る
の
に
気
づ
い
た
が

楓
の
梢
の
第
一
番
の
枝
は
す
っ
か
り
紅
く
染
ま
っ
た

た
だ
心
配
な
の
は
、
金
魚
が
寒
さ
に
堪
え
ら
れ
な
い
こ
と

破
れ
笠
を
取
っ
て
来
て
、
金
魚
鉢
に
か
ぶ
せ
て
や
っ
た

天
来
は
詩
を
学
ん
で
ま
だ
一
年
に
満
た
な
い
。
も
う
す
で
に
、
こ
の
手
腕
が
あ

る
。
生
ま
れ
つ
き
詩
に
近
い
者
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

○
天
来

與
住
天
来
。
或
い
は
與
住
順
庵
か
。
詩
の
素
材
か
ら
言
っ
て
も
、
ま

だ
詩
を
学
ん
で
一
年
未
満
と
い
う
記
述
か
ら
も
年
少
の
作
者
が
想
像
さ
れ
る
の

で
、
後
の
改
名
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

○
白
帝

五
天
帝
の
一
人
で
、

秋
を
支
配
す
る
神
。

○
赤
衣
使
者

蜻
蛉
の
異
名
。

（
二
六
）
中
井
董
堂
の
紹
介

董
堂
、
名
は
敬
議
、
字
は
伯
直
。
書
を
以
て
世
に
名
あ
り
。
書
、
董
玄
宰
を
學

ぶ
。
因
て
以
て
號
と
為
す
。
其
の
「
中
野
素
堂
を
送
る
」
に
、

今
日
送
君
猶
未
別
　
　
今
日
　
君
を
送
て
猶
ほ
未
だ
別
れ
ざ
る
に

已
従
今
日
待
君
還
　
　
已
に
今
日
よ
り
君
が
還
る
を
待
つ

の
語
有
り
。
最
も
婉
麗
た
り
。
又
、「
病
中
花
遅
き
」
に
云
は
く
。

二
月
中
旬
猶
有
雪
　
　
二
月
中
旬
　
猶
ほ
雪
有
り

石
爐
添
火
下
重
帷
　
　
石
爐
　
火
を
添
へ
て
　
重
帷
を
下
す

春
寒
不
恨
約
花
住
　
　
春
寒
　
恨
み
ず
　
花
を
約
し
住
む
る
を

一
日
開
遅
落
亦
遅
　
　
一
日
　
開
く
こ
と
遅
け
れ
ば
　
落
つ
る
も
亦
た
遅
し

「
酒
店
」
に
云
は
く
。

和
風
暖
日
雪
消
時
　
　
和
風
　
暖
日
　
雪
の
消
ず
る
時

遥
過
溪
橋
訪
酒
旗
　
　
遥
に
溪
橋
を
過
て
　
酒
旗
を
訪
ぬ

壁
上
新
題
殷
點
檢
　
　
壁
上
の
新
題
　
殷

さ
か
ん

に
點
檢
す
れ
ば

春
来
某
某
看
梅
詩
　
　
春
来
　
某
某
　
梅
を
看
る
の
詩

「
夏
日
田
園
」
に
云
は
く
。

杜
宇
聲
中
欲
雨
天
　
　
杜
宇
聲
中
　
雨
な
ら
ん
と
欲
す
る
天

村
村
麦
熟
小
豊
年
　
　
村
村
　
麦
熟
す
　
小
豊
年
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腰
鎌
農
叟
歸
来
處
　
　
鎌
を
腰
に
す
る
農
叟
　
歸
り
来
る
處

一
朶
黄
雲
擔
在
肩
　
　
一
朶
の
黄
雲
　
擔
て
肩
に
在
り

余
、
最
も
其
の
、

山
近
知
秋
早
　
　
山
近
く
し
て
秋
を
知
る
こ
と
早
く

池
深
得
月
多
　
　
池
深
く
し
て
月
を
得
る
こ
と
多
し

の
一
聯
を
愛
す
。

【
大
意
】
董
堂
、
名
は
敬
議
、
字
は
伯
直
で
あ
る
。
書
で
世
間
に
名
を
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
書
は
、
董
玄
宰
を
学
ん
だ
も
の
だ
。
そ
こ
か
ら
号
と
し
て
い
る
。

そ
の
「
中
野
素
堂
を
送
る
」
に
、

今
日
、
君
を
送
っ
て
ま
だ
別
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
に

も
う
今
日
か
ら
君
が
還
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
る
の
だ

の
語
が
あ
る
。
と
て
も
優
し
い
詩
だ
。
ま
た
、「
病
中
、
花
が
咲
く
の
が
遅
い
」

に
言
う
。

二
月
中
旬
だ
が
、
ま
だ
雪
が
あ
り

石
の
爐
に
火
を
加
え
て
帷
を
下
ろ
す

春
の
寒
さ
が
花
を
つ
ぼ
み
の
ま
ま
に
す
る
の
を
恨
む
こ
と
は
な
い

一
日
開
く
の
が
遅
け
れ
ば
、
落
ち
る
の
も
ま
た
遅
い
か
ら
だ

「
酒
店
」
に
言
う
。

の
ど
か
な
春
風
の
吹
き
、
暖
か
い
日
に
雪
の
消
え
る
頃

遥
か
に
谷
川
の
橋
を
渡
っ
て
、
酒
屋
を
訪
ね
た

壁
に
書
い
て
あ
る
新
し
い
題
詩
を
、
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
く
と

春
か
ら
、
誰
そ
れ
誰
そ
れ
の
、
梅
を
看
る
詩
で
い
っ
ぱ
い
だ

「
夏
の
日
の
田
園
」
に
言
う
。

ほ
と
と
ぎ
す
の
声
が
聞
こ
え
る
な
か
、
天
は
雨
降
ろ
う
と
し
て
い
る

村
々
で
は
、
麦
が
熟
す
小
豊
年
だ

鎌
を
腰
に
さ
す
農
夫
が
帰
っ
て
く
る
時

一
か
た
ま
り
の
黄
雲
の
よ
う
な
麦
が
担
わ
れ
て
肩
に
あ
る
の
だ

私
は
最
も
そ
の
、

山
が
近
い
の
で
、
秋
に
気
づ
く
の
が
早
く

池
が
深
い
の
で
、
月
が
映
る
こ
と
が
多
い

の
一
聯
を
好
む
。

○
董
堂

中
井
董
堂
。
書
家
、
漢
詩
人
、
狂
歌
作
者
。
一
七
五
八
〜
一
八
二
一
。

○
董
玄
宰

明
の
文
人
、
董
其
昌
、
玄
宰
は
字
。

○
中
野
素
堂

四
話
参
照
。

○
小
豊
年

范
成
大
「
夏
日
田
園
雑
興
」
に
「
小
豊
年
」
の
語
が
あ
る
。

（
二
七
）
詩
意
の
似
た
詩

島
梅
外
、「
紅
葉
」
の
句
に
云
は
く
。

三
日
不
来
秋
色
老
　
　
三
日
　
来
ら
ざ
れ
ば
　
秋
色
老
ゆ

前
回
好
處
已
空
枝
　
　
前
回
の
好
處
　
已
に
空
枝

董
堂
は
乃
ち
云
は
く
。

前
回
来
此
未
旬
日
　
　
前
回
　
此
に
来
る
　
未
だ
旬
日
な
ら
ず

岸
畔
青
楓
太
半
丹
　
　
岸
畔
の
青
楓
　
太
半
は
丹
な
り

語
意
、
相
同
し
て
、
各
の
佳
な
る
を
妨
げ
ず
。

【
大
意
】
島
梅
外
の
「
紅
葉
」
の
句
に
言
う
。
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三
日
来
ぬ
ま
に
秋
景
色
は
移
ろ
い

前
回
の
好
風
景
は
も
う
空
し
く
枝
ば
か
り
だ

董
堂
の
ほ
う
は
、
こ
う
言
う
。

前
回
に
こ
こ
に
来
て
か
ら
ま
だ
十
日
も
経
っ
て
い
な
い

岸
辺
の
青
青
し
た
楓
の
太
半
は
紅
か
く
染
ま
っ
て
い
る

語
の
意
は
互
い
に
同
じ
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
優
れ
て
い
る
と
言
っ
て
問
題
な

い
。

○
島
梅
外

小
島
梅
外
。
十
四
話
参
照
。

○
董
堂

中
井
董
堂
。
四
話
参
照
。

【
補
説
】
江
戸
中
期
の
大
島
蓼
太
の
「
世
の
中
は
三
日
見
ぬ
間
の
桜
か
な
」
と
同

想
の
詩
で
あ
る
。

（
二
八
）
市
川
米
庵
の
紹
介

河
孔
陽
、
名
は
三
亥
、
寛
齋
先
生
の
長
子
な
り
。
七
八
歳
よ
り
米
海
岳
が
書
を

學
ぶ
。
長
ず
る
に
及
び
、
益
す
其
の
妙
を
極
む
。
余
、
常
に
言
ふ
、「
方
今
、
都

下
、
書
を
能
く
す
る
者
、
二
人
、
老
人
は
則
ち
柴
栗
山
、
少
年
は
則
ち
河
孔
陽

な
り
」
と
。
孔
陽
、
詩
、
家
風
有
り
。「
夏
日
」
に
云
は
く
。

五
更
過
雨
暁
来
晴
　
　
五
更
　
過
雨
　
暁
来
晴
る

夏
木
如
衾
村
景
清
　
　
夏
木
　
衾
の
如
く
　
村
景
清
し

一
寸
青
秧
三
寸
水
　
　
一
寸
の
青
秧
　
三
寸
の
水

田
田
浸
得
閙
蛙
聲
　
　
田
田
浸
し
得
た
り
　
閙
蛙
の
聲

【
大
意
】
河
孔
陽
、
名
は
三
亥
、
市
河
寛
齋
先
生
の
長
子
で
あ
る
。
七
、
八
歳
よ

り
米
海
岳
の
書
を
学
ぶ
。
成
長
し
て
、
益
々
そ
の
妙
を
極
め
て
い
る
。
私
は
常

に
言
っ
て
い
る
、「
現
在
、
江
戸
で
、
書
を
能
く
す
る
者
が
二
人
い
て
、
老
人
で

は
柴
野
栗
山
、
若
者
で
は
河
孔
陽
で
あ
る
」
と
。
孔
陽
は
、
詩
も
家
の
伝
統
が

あ
る
。「
夏
日
」
に
言
う
。

夜
明
け
前
の
通
り
雨
も
暁
と
と
も
に
晴
れ

夏
の
木
は
ふ
っ
く
ら
と
布
団
の
よ
う
で
、
清
ら
か
な
村
景
色
だ

一
寸
の
苗
に
三
寸
の
水

連
な
る
田
ん
ぼ
に
は
、
や
か
ま
し
い
蛙
の
声
を
水
に
浸
す
よ
う
だ

○
河
孔
陽

市
河
米
庵
。

○
寛
齋

市
河
寛
齋
。

○
米
海
岳

北
宋
の
書

家
・
文
人
、
米

。
海
岳
は
号
。

○
柴
栗
山

柴
野
栗
山
。
漢
学
者
。
一
七

三
六
〜
一
八
〇
七
。

（
二
九
）
増
田
菫
齋
の
紹
介

詩
を
作
る
の
人
、
固
よ
り
少
な
し
。
詩
を
観
る
の
人
も
亦
た
多
か
ら
ざ
る
な
り
。

余
、
一
詩
を
得
る
毎
に
則
ち
必
ら
ず
之
を
増
田
菫
齋
に
示
す
。
菫
齋
、
必
ず
觧

頤
首
肯
す
。
菫
齋
の
如
き
能
く
詩
を
觀
る
の
友
と
謂
ひ
て
可
な
り
。
菫
齋
、
名

は
濤
、
字
は
萬
頃
。
篆
刻
を
善
く
す
。
後
、
詩
を
學
ぶ
。
詩
、
甚
だ
新
竒
。
故

に
、
寛
齋
先
生
、
贈
て
云
は
く
。

風
情
更
轉
雕
蟲
手
　
　
風
情
　
更
に
雕
蟲
の
手
を
轉
じ
て

裁
出
江
湖
新
様
詩
　
　
裁
出
す
　
江
湖
新
様
の
詩

其
の
「
梅
を
看
る
」
に
云
は
く
。

晴
溪
流
淺
可
三
尺
　
　
晴
溪
　
流
淺
く
し
て
　
三
尺
可ば

か

り
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小
艇
探
春
次
第
移
　
　
小
艇
　
春
を
探
し
て
　
次
第
に
移
る

一
樹
梅
花
乍
横
水
　
　
一
樹
の
梅
花
　
乍
ち
水
に
横
る

短

無
處
避
瓊
枝
　
　
短

處
と
し
て
瓊
枝
を
避
く
る
無
し

又
、「
四
月
」
に
云
は
く
。

山
雨
晴
時
繁
嫩
緑
　
　
山
雨
　
晴
る
る
時
　
嫩
緑
繁
し

海
雲
破
處
過
新
鵑
　
　
海
雲
　
破
る
る
處
　
新
鵑
過
ぐ

漁
郎
恰
報
松
魚
信
　
　
漁
郎
　
恰
も
報
ず
　
松
魚
の
信

便
是
鎌
倉
四
月
天
　
　
便
ち
是
れ
鎌
倉
四
月
の
天

松
魚
、
鎌
倉
に
出
る
者
を
以
て
、
第
一
と
為
す
。
都
下
、
之
を
賞
す
る
こ
と
猶

ほ
華
人
の
蟹
螯
を
賞
す
る
が
如
し
。
其
の
初
て
出
る
や
、
或
は
劍
を
賣
り
衣
を

典
つ
て
以
て
之
を
争
ふ
に
至
る
。
柏
舒
亭
が
謂
ふ
所
、

欲
觧
新
衣
當
新
味
　
　
新
衣
を
觧
て
新
味
に
當
て
ん
と
欲
す

朝
暾
窓
外
賣
松
魚
　
　
朝
暾
　
窓
外
　
松
魚
を
賣
る

亦
た
此
を
謂
ふ
な
り
。

【
大
意
】
詩
を
作
る
人
が
少
な
い
の
は
勿
論
だ
が
、
詩
を
観
る
人
も
ま
た
多
く
な

い
の
で
あ
る
。
私
は
、
詩
一
首
が
で
き
る
毎
に
必
ら
ず
増
田
菫
齋
に
示
す
。
菫

齋
は
、
必
ず
非
常
に
感
心
し
て
く
れ
る
。
菫
齋
の
よ
う
な
人
は
、
能
く
詩
を
観

る
友
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
菫
齋
、
名
は
濤
、
字
は
萬
頃
で
あ
る
。
篆
刻
を

得
意
と
し
て
い
る
。
後
に
、
詩
を
学
ぶ
。
そ
の
詩
は
、
非
常
に
新
竒
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
寛
齋
先
生
が
、
贈
て
言
う
。

さ
ら
に
風
流
な
こ
と
に
、
篆
刻
の
手
を
替
え
て

市
井
を
描
く
新
奇
な
詩
を
紡
ぎ
出
す
の
だ

そ
の
「
梅
を
看
る
」
に
言
う
。

晴
れ
た
谷
川
の
流
れ
は
浅
く
、
三
尺
ほ
ど

小
舟
で
、
春
景
色
を
求
め
て
順
番
に
移
動
し
て
い
く

一
樹
の
梅
花
が
水
面
に
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
映
っ
て
い
る

短
か
い

だ
が
、
水
面
に
映
っ
た
玉
の
よ
う
な
枝
を
避
け
る
場
所
が
な
い

ま
た
、「
四
月
」
に
言
う
。

山
の
雨
が
晴
れ
る
こ
ろ
に
は
、
若
葉
が
茂
り

海
上
の
雲
が
破
れ
る
と
こ
ろ
に
、
初
め
て
の
ホ
ト
ト
ギ
ス

あ
た
か
も
漁
師
が
、
初
鰹
の
知
ら
せ
を
報
ず
る

ま
さ
に
こ
れ
が
、
鎌
倉
の
四
月
の
天
だ

鰹
は
、
鎌
倉
に
上
が
る
も
の
を
第
一
と
し
て
い
る
。
江
戸
市
中
で
、
こ
れ
を
賞

す
る
こ
と
は
、
中
国
人
が
蟹
の
鋏
を
珍
重
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。
初
鰹
が
出
る

や
、
あ
る
い
は
剣
を
売
り
着
物
を
質
入
れ
し
て
こ
れ
を
争
い
求
め
る
。
柏
舒
亭

の
言
う
。

新
し
い
着
物
を
脱
ぎ
質
に
入
れ
て
新
味
に
充
て
よ
う
と
す
る

朝
日
の
あ
た
る
窓
の
向
こ
う
で
鰹
を
売
る
声
が
聞
こ
え
る

こ
の
辺
の
事
情
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

○
増
田
菫
齋

篆
刻
家
。
一
七
六
四
〜
一
八
三
三
。

○
觧
頤
首
肯

『
漢
書
』

匡
衡
伝
「
匡
、
詩
を
説
き
て
人
の
頤
を
解
く
」

○
風
情
更
轉
〜

『
寛
齋
遺

稿
』
巻
二
「
贈
菫
齋
」

○
可

『
詩
家
推
敲
』「
纔
ニ
十
五
餘
可
（
バ
カ
リ
）。

コ
レ
許
ノ
字
ニ
、
バ
カ
リ
ノ
訓
ア
ル
ニ
同
シ
」
と
あ
る
。

○
一
樹
梅
花
乍
横

水

林
逋
の
「
山
園
小
梅
」
に
「
疎
影
横
斜
」
と
あ
る
。

○
「
四
月
」

江
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戸
時
代
前
期
の
俳
人
、
山
口
素
堂
の
「
目
に
は
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
初
鰹
」
と

同
想
で
あ
る
。

○
欲
觧
新
衣
〜

柏
木
如
亭
『
木
工
集
』「
夏
初
」

（
三
〇
）
詩
佛
の
詩
論
（
辭
の
主
）

十
日
の
苦
心
、
要
は
一
字
半
句
を
得
る
に
在
り
。
其
の
已
に
之
を
得
る
に
當
り

て
は
、
知
る
、
古
に
某
の
字
、
某
の
語
を
作
る
の
初
、
其
の
句
、
其
の
詩
の
為

め
に
作
る
者
の
若
き
を
。
譬
へ
ば
、
踈
影
暗
香
の
字
の
如
き
、
一
た
び
林
君
復

の
手
に
落
て
、
千
載
、
梅
を
咏
ず
る
者
、
復
た
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
是
れ

辭
に
主
有
り
と
謂
ふ
。
我
が
黨
、
詩
を
作
る
、
宜
し
く
相
為
め
に
之
を
避
く
べ

し
。

【
大
意
】
十
日
間
の
苦
心
も
、
結
局
は
た
っ
た
の
一
字
半
句
を
得
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
を
得
た
ら
、
古
に
初
め
て
、
あ
る
字
あ
る
語
を
作
り
、
あ
の
句
あ

の
詩
を
作
っ
た
者
の
苦
心
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
踈
影
暗
香
」

の
字
は
一
回
、
林
君
復
の
手
に
落
ち
て
千
年
、
梅
を
詠
ず
る
者
は
、
け
っ
し
て

そ
の
ま
ま
用
い
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、「
言
葉
に
は
主
が
あ
る
」

と
言
う
。
我
が
党
で
詩
を
作
る
場
合
必
ず
こ
れ
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

○
踈
影
暗
香

林
逋
「
山
園
小
梅
」「
疎
影
横
斜
水
清
浅
、
暗
香
浮
動
月
黄
昏
。」

の
聯
を
指
す
。

○
林
君
復

宋
の
詩
人
、
林
逋
の
字
。

【
補
説
】
注
に
引
用
し
た
林
逋
の
「
山
園
小
梅
」
詩
の
語
句
は
、
梅
に
関
す
る
詩

に
非
常
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
大
窪
詩
佛
の
詩
に
は
、
そ
れ
が
見
ら
れ
な

い
。

（
三
一
）
詩
佛
の
詩
論
（
解
す
べ
か
ら
ざ
る
の
詩
）

詩
、
觧
す
べ
か
ら
ざ
る
莫
し
。
而
し
て
其
の
觧
す
べ
か
ら
ざ
る
有
る
は
則
ち
天

下
至
公
の
觧
す
べ
か
ら
ざ
る
に
非
ず
、
唯
だ
我
一
己
の
觧
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

世
人
、
動
も
す
れ
ば
「
妙
處
觧
す
べ
く
觧
す
べ
か
ら
ざ
る
の
間
に
在
る
」
の
一

語
を
以
て
之
を
率
ぬ
。
誤
れ
り
。
余
、「
櫻
草
を
咏
ず
る
」
七
律
に
、

惜
将
五
色
染
雲
手
　
　
惜
む
ら
く
は
五
色
雲
を
染
む
る
の
手
を
将
て

却
換
千
枝
戴
雪
姿
　
　
却
て
千
枝
雪
を
戴
く
姿
に
換
ふ
る

の
語
有
り
。
麓
谷
老
人
、
觀
て
曰
は
く
、「
此
の
句
、
觧
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
余
、

黙
然
た
り
。
爾
後
、
人
に
遇
へ
ば
必
ず
此
を
舉
て
之
を
問
ふ
。
衆
、
皆
な
觧
す

べ
し
と
曰
ひ
て
而
し
て
後
、
心
、
初
て
安
し
。

【
大
意
】
詩
は
解
釈
で
き
な
い
も
の
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
解
釈
で
き
な
い
も

の
が
あ
る
の
は
、
天
下
の
誰
で
も
が
解
釈
で
き
な
い
の
で
な
く
、
た
だ
自
分
だ

け
が
解
釈
で
き
な
い
の
だ
。
世
間
の
人
は
、
ど
う
か
す
る
と
「
詩
の
面
白
い
所

は
解
釈
で
き
る
か
で
き
な
い
か
の
間
に
あ
る
」
の
語
に
従
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

誤
り
で
あ
る
。
私
の
、「
櫻
草
を
詠
ず
る
」
七
言
律
詩
に
、

惜
し
い
こ
と
に
瑞
祥
の
五
色
の
雲
を
染
め
た
手
の
よ
う
な
紅
色
の
五
弁
の
花
を

わ
ざ
わ
ざ
、
千
枝
に
雪
を
戴
く
白
い
姿
に
変
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ

の
語
が
あ
る
。
麓
谷
老
人
が
こ
れ
を
見
て
言
っ
た
、「
此
の
句
は
、
解
釈
で
き
な

い
」
と
。
私
は
、
黙
っ
て
い
た
。
そ
れ
以
後
、
人
に
遇
う
と
必
ら
ず
こ
の
詩
を

取
り
上
げ
て
尋
ね
た
。
皆
、
解
釈
で
き
る
と
言
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
や
っ
と
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安
心
し
た
。

○
「
妙
處
觧
す
べ
く
〜
」

王
世
貞
『
藝
苑
巵
言
』
巻
四
「
若
落
意
解
當
別
有

所
取
、
若
以
有
意
無
意
可
解
不
可
解
間
求
之
、
不
免
此
詩
第
一
耳
。」

○
「
櫻

草
を
咏
ず
る
」

桜
草
は
、
も
と
も
と
淡
紅
色
だ
が
、
こ
の
時
代
に
白
色
な
ど

の
変
種
が
多
く
作
ら
れ
た
こ
と
を
指
す
か
。

○
麓
谷
老
人

谷
麓
谷
。
三
十

二
話
参
照
。（

三
二
）
谷
麓
谷
の
紹
介

麓
谷
、
姓
は
谷
、
名
は
本
脩
。
畫
家
文
晁
が
父
な
り
。
性
、
詩
を
好
む
。
年
七

十
餘
、
詩
會
有
る
を
聞
く
と
き
は
則
ち
必
ず
之
に
造い

た

る
。
韻
を
分
ち
詩
を
賦
す
。

筆
を
下
せ
ば
立

た
ち
ど
ころ

に
成
る
。
必
ず
し
も
八
叉
を
待
た
ず
。
詩
を
作
る
の
速
か
な

る
、
余
、
未
だ
斯
の
如
き
者
を
見
ざ
る
な
り
。
麓
谷
、
常
て
自
ら
云
は
く
、「
我
、

速
に
作
る
の
病
有
り
。
是
を
以
て
詩
多
く
は
粗
硬
に
属
す
」
と
。
然
れ
ど
も
、

其
の
、半

夏
夏
初
草
　
　
半
夏
　
夏
初
の
草

長
春
春
後
花
　
　
長
春
　
春
後
の
花

と
云
ふ
が
如
き
、
巧
な
ら
ず
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。

【
大
意
】
麓
谷
、
姓
は
谷
、
名
は
本
脩
で
あ
る
。
画
家
の
谷
文
晁
の
父
で
あ
る
。

根
っ
か
ら
詩
を
好
ん
で
い
る
。
年
は
七
十
過
ぎ
だ
が
、
詩
会
が
有
る
と
聞
け
ば

必
ら
ず
訪
れ
、
韻
目
を
分
担
し
詩
を
作
る
。
筆
を
下
せ
ば
直
ち
に
で
き
あ
が
る
。

八
回
手
を
こ
ま
ね
く
と
詩
が
で
き
る
の
を
早
い
と
い
う
が
、
そ
れ
以
上
で
あ
る
。

詩
を
作
る
こ
と
の
速
い
こ
と
で
は
、
私
は
、
未
だ
に
こ
の
よ
う
な
人
を
見
た
こ

と
が
な
い
。
麓
谷
、
常
に
自
分
で
言
う
、「
私
に
は
、
速
く
作
る
病
気
が
あ
る
の

だ
。
そ
の
た
め
詩
の
多
く
は
粗
雑
な
の
だ
」
と
。
し
か
し
、
そ
の
、

半
夏
生
の
こ
ろ
に
は
、
初
夏
の
草

長
春
花
は
、
晩
春
の
花

と
い
う
聯
な
ど
は
、
巧
妙
で
な
い
と
言
え
よ
う
か
。

○
麓
谷

谷
麓
谷
。
漢
学
者
。
一
七
二
九
〜
一
八
〇
九
。

○
文
晁

谷
文
晁
。

画
家
。
麓
谷
の
子
。
一
七
六
三
〜
一
八
四
〇
。

○
八
叉

八
叉
手
。
詩
を
作

る
の
が
早
い
こ
と
。
八
回
、
手
を
こ
ま
ね
く
間
に
詩
が
出
来
た
と
い
う
温
庭

の
故
事
。

（
三
三
）
中
田
粲
堂
の
紹
介

滕
粲
堂
、
名
は
慱
。「
春
雨
」
に
云
は
く
。

吟
社
探
梅
期
在
近
　
　
吟
社
　
梅
を
探
る
　
期
　
近
き
に
在
り

旗
亭
問
j

約
何
違
　
　
旗
亭
　
j

を
問
ふ
　
約
　
何
ぞ
違
は
ん

又
、
云
は
く
。

潤
花
霑
j

功
非
一
　
　
花
を
潤
し
j

を
霑
す
　
功
　
一
に
非
ず

渾
在
霏
霏
漠
漠
中
　
　
渾
て
霏
霏
漠
漠
の
中
に
在
り

又
、

花
溪
鳥
浴
紅
邊
水
　
　
花
溪
　
鳥
は
浴
す
　
紅
邊
の
水

草
径
人
衝
緑
處
烟
　
　
草
径
　
人
は
衝
く
　
緑
處
の
烟
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夕
摘
畦
蔬
和
雪
煮
　
　
夕
べ
に
畦
蔬
を
摘
て
　
雪
に
和
し
て
煮

晨
収
林
葉
帶
霜
焼
　
　
晨
に
林
葉
を
収
て
　
霜
を
帶
て
焼
く

の
句
有
り
。
皆
な
佳
な
り
。
粲
堂
の
婦
を
舜
英
と
曰
ふ
。
麓
谷
老
人
の
女
、
文

晁
の
妹
な
り
。
其
の
嫂
、
幹
幹
と
同
く
畫
に
工

た
く
み

な
り
と
云
ふ
。

【
大
意
】
滕
粲
堂
、
名
は
慱
で
あ
る
。「
春
雨
」
に
言
う
。

吟
社
で
梅
を
探
る
約
束
の
日
が
近
く
な
っ
て
き
た

酒
屋
で
柳
を
訪
ね
る
約
束
を
ど
う
し
て
忘
れ
よ
う
か

ま
た
、
言
う
。

花
を
潤
し
柳
を
潤
す
、
そ
の
功
は
一
つ
で
は
な
い

す
べ
て
は
濛
濛
と
し
た
春
雨
に
包
ま
れ
て
い
る

ま
た
、

花
の
咲
く
紅
の
谷
川
に
鳥
は
浴
し

緑
深
き
草
の
道
を
、
靄
を
衝
い
て
人
は
行
く

夕
方
に
畑
の
野
菜
を
摘
ん
で
き
て
、
雪
と
い
っ
し
ょ
に
煮
て

朝
に
は
林
の
葉
を
集
め
て
、
霜
を
帯
び
た
ま
ま
焼
く

の
句
が
あ
る
。
み
な
佳
句
で
あ
る
。
粲
堂
の
妻
は
舜
英
と
言
う
。
麓
谷
老
人
の

娘
で
文
晁
の
妹
で
あ
る
。
そ
の
兄
嫁
の
幹
幹
と
同
じ
く
画
が
巧
み
で
あ
る
と
い

う
。

○
滕
粲
堂

中
田
粲
堂
。
漢
学
者
・
篆
刻
家
。
一
七
七
二
〜
一
八
三
二
。

○

渾
在
霏
霏
漠
漠
中

詩
佛
に
「
霏
霏
漠
漠
更
紛
紛
」
の
句
が
あ
る
（『
今
四
家
絶

句
』
な
ど
）。

○
舜
英

画
家
。
中
田
粲
堂
の
妻
、
谷
麓
谷
の
娘
、
谷
文
晁
の

妹
。

○
幹
幹

谷
文
晁
の
妻
。
林
氏
。
翠
蘭
と
号
し
た
と
い
う
。

（
三
四
）
閨
秀
順
姑
の
紹
介

閨
秀
、
詩
を
善
く
す
る
者
、
近
世
、
唯
だ
木
端
人
が
妻
、
順
姑
一
人
の
み
。
島

梅
外
、
将
に
其
の
遺
稿
を
刻
し
て
之
を
『
雨
餘
軒
叢
書
』
に
収
め
ん
と
す
。
余
、

梅
外
に
就
て
數
首
を
得
た
り
。「
午
睡
」
に
云
は
く
。

春
到
梨
花
日
漸
長
　
　
春
　
梨
花
に
到
り
て
　
日
　
漸
く
長
し

簾
前
睡
静
不
添
香
　
　
簾
前
　
睡
　
静
か
に
し
て
　
香
を
添
へ
ず

軽
風
吹
夢
時
醒
起
　
　
軽
風
　
夢
を
吹
て
　
時
に
醒
て
起
く

雲
白
窓
紗
未
夕
陽
　
　
雲
　
窓
紗
に
白
ふ
し
て
　
未
だ
夕
陽
な
ら
ず

「
雪
後
」
に
云
は
く
。

碧
紗
風
透
攪
幽
夢
　
　
碧
紗
　
風
　
透
て
　
幽
夢
を
攪
す

貪
暖
枕
衾
将
起
遅
　
　
暖
を
貪
る
枕
衾
　
将
に
起
き
ん
と
す
る
こ
と
遅
し

怪
底
雨
聲
連
打
砌
　
　
怪
底
す
　
雨
聲
の
連し

き

り
に
砌
を
打
つ
を

繞
檐
踈
滴
雪
消
時
　
　
檐
を
繞
る
踈
滴
　
雪
の
消
ず
る
時

「
三
月
盡
」
に
云
は
く
。

殘
夜
惜
春
眠
不
成
　
　
殘
夜
　
春
を
惜
て
　
眠
　
成
ら
ず

柔
膓
斷
盡
遠
鐘
聲
　
　
柔
膓
　
斷
盡
す
　
遠
鐘
の
聲

暗
燈
閑
把
金
釵
剪
　
　
暗
燈
　
閑
に
金
釵
を
把
て
剪
る

一
陣
軽
寒
入
五
更
　
　
一
陣
の
軽
寒
　
五
更
に
入
る

「
夜
景
」
に
云
は
く
。

緑
動
庭
間
夜
景
清
　
　
緑
　
庭
間
に
動
て
　
夜
景
清
し
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小
欄
倚
偏
觧
殘
酲
　
　
小
欄
　
倚
り
偏
し
て
殘
酲
を
觧
く

一
痕
纖
月
亂
雲
外
　
　
一
痕
の
纖
月
　
亂
雲
の
外

聴
得
子
規
三
四
聲
　
　
聴
き
得
た
り
　
子
規
の
三
四
聲

「
春
曉
」
に
云
は
く
。

昨
夜
庭
前
風
雨
過
　
　
昨
夜
　
庭
前
　
風
雨
過
ぐ

朝
暾
紅
映
碧
窓
紗
　
　
朝
暾
の
紅
は
碧
窓
紗
に
映
ず

黄

百
囀
眠
初
醒
　
　
黄

百
囀
　
眠
　
初
て
醒
む

獨
對
海
棠
看
落
花
　
　
獨
り
海
棠
を
對
し
て
　
落
花
を
看
る

【
大
意
】
女
流
で
、
詩
を
得
意
と
す
る
の
は
、
最
近
で
は
、
木
端
人
の
妻
の
順
姑

一
人
だ
け
で
あ
る
。
島
梅
外
は
、
そ
の
遺
稿
を
刻
し
て
そ
れ
を
『
雨
餘
軒
叢
書
』

に
収
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
私
は
、
梅
外
を
通
じ
て
数
首
の
詩
を
手
に
入
れ
た
。

「
昼
寝
」
に
言
う
。

春
も
梨
の
花
が
咲
く
頃
に
な
っ
て
、
日
も
だ
ん
だ
ん
と
長
く
な
っ
た

簾
を
下
ろ
し
て
静
か
に
眠
り
、
香
を
焚
い
た
り
も
し
な
い

そ
よ
風
が
、
夢
み
る
自
分
に
吹
い
て
、
ふ
と
目
覚
め
て
起
き
る
と

雲
が
窓
の
カ
ー
テ
ン
に
白
く
映
っ
て
、
夕
暮
れ
に
は
ま
だ
間
が
あ
る
よ
う
だ

「
雪
の
後
」
に
言
う
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
か
ら
風
が
通
っ
て
、
静
か
な
夢
を
乱
す

布
団
で
暖
を
貪
っ
て
、
起
き
る
の
も
つ
い
遅
く
な
る

砌
を
打
つ
雨
音
が
し
き
り
に
す
る
の
を
不
思
議
に
思
う
と

そ
れ
は
軒
か
ら
垂
れ
る
水
音
、
雪
が
解
け
て
き
た
の
だ

「
三
月
の
終
わ
り
」
に
言
う
。

三
月
も
残
り
わ
ず
か
、
終
わ
ろ
う
と
す
る
春
を
惜
し
ん
で
眠
れ
な
い

感
傷
的
な
心
を
更
に
遠
い
鐘
の
音
が
か
き
た
て
る

灯
も
ほ
の
か
に
な
っ
て
き
て
灯
芯
を
静
か
に
金
の
釵
で
切
っ
て
明
る
く
す
る

ひ
と
し
き
り
寒
さ
を
感
じ
る
と
、
も
う
夜
明
け
近
い

「
夜
の
景
色
」
に
言
う
。

緑
が
庭
間
に
動
く
の
が
見
え
て
、
夜
景
も
清
ら
か
だ

小
さ
な
欄
干
に
ず
っ
と
寄
っ
た
ま
ま
、
酔
い
を
醒
ま
し
て
い
る

一
つ
の
細
い
月
が
、
乱
雲
か
ら
出
て

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
が
三
四
声
、
聞
こ
え
る

「
春
の
暁
」
に
云
は
く
。

昨
夜
、
庭
に
は
風
雨
が
あ
っ
た
よ
う
だ

朝
日
の
紅
色
が
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
映
っ
て

ウ
グ
イ
ス
の
声
が
た
く
さ
ん
し
て
、
眠
り
か
ら
や
っ
と
醒
め
た

一
人
で
海
棠
に
向
か
っ
て
、
落
ち
た
花
を
見
る

○
木
端
人
、
順
姑

と
も
に
不
明
。

○
島
梅
外

小
島
梅
外
。
十
四
話
参
照
。

○
『
雨
餘
軒
叢
書
』

不
明
。

○
「
春
曉
」

名
高
い
、
唐
の
孟
浩
然
「
春

暁
」
詩
と
ほ
と
ん
ど
同
想
で
あ
る
。

（
三
五
）
夭
折
の
才
子
、
木
偵
の
紹
介

古
よ
り
才
子
福
分
少
し
。
天
の
命
を
賦
す
る
、
其
れ
曷な

ん

ぞ
斯
の
如
き
や
。
若
し

早
く
其
の
生
を
奪
は
ん
と
欲
せ
ば
則
ち
始
よ
り
之
が
才
を
與
す
る
こ
と
莫
き
に

如
か
ざ
る
な
り
。
小
川
笙
船
が
孫
、
藤
吉
、
井
金
峩
の
孫
、
冨
蔵
が
若
き
、
皆
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な
奚
疑
塾
の
才
子
と
稱
せ
ら
る
。
而
し
て
早
世
、
傳
る
こ
と
莫
し
。
悲
し
い
か

な
。
木
偵
、
字
は
貞
人
も
亦
た
江
湖
社
中
の
一
才
子
な
り
。
歳
二
十
二
に
し
て

卒
す
。
其
の
「
江
上
即
事
」
に
云
は
く
。

岸
葦
秋
深
雨
後
叢
　
　
岸
葦
　
秋
深
し
　
雨
後
の
叢

寒
烟
散
處
泊
孤
蓬
　
　
寒
烟
　
散
ず
る
處
　
孤
蓬
を
泊
す

清
風
乍
起
波
揺
月
　
　
清
風
　
乍
ち
起
て
　
波
　
月
を
揺
す

百
尺
銀
龍
浴
水
中
　
　
百
尺
の
銀
龍
　
水
中
に
浴
す

又
、「
春
曉
」
に
云
は
く
。

雙
屐
餘
痕
半
庭
蘚
　
　
雙
屐
　
痕
を
餘
す
　
半
庭
の
蘚

夜
来
知
有
竊
花
人
　
　
夜
来
　
知
る
　
花
を
竊
む
人
有
る
こ
と
を

【
大
意
】
古
し
え
か
ら
才
子
に
長
寿
な
人
は
稀
で
あ
る
。
天
命
と
い
う
も
の
は
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
若
く
し
て
そ
の
命
を
奪
う
の

な
ら
ば
、
最
初
か
ら
才
能
を
与
え
な
い
方
が
ま
し
な
の
で
は
な
い
か
。
小
川
笙

船
の
孫
の
藤
吉
、
井
金
峩
の
孫
の
冨
蔵
な
ど
、
み
な
奚
疑
塾
の
才
子
と
称
せ
ら

れ
て
い
た
が
夭
折
し
て
、
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
悲
し
い
こ
と
で

あ
る
。
木
偵
、
字
は
貞
人
と
い
う
人
も
ま
た
江
湖
詩
社
の
中
の
一
才
子
で
あ
っ

た
。
二
十
二
歳
に
し
て
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
「
江
の
ほ
と
り
の
即
事
」
に
言
う
。

雨
あ
が
り
の
岸
べ
の
葦
の
叢
を
み
れ
ば
、
秋
も
深
ま
っ
た
よ
う
だ

冬
の
靄
も
消
え
た
こ
ろ
に
、
小
さ
な
舟
を
泊
め
る

ふ
と
清
ら
か
な
風
が
起
き
て
、
波
が
水
面
の
月
を
揺
ら
す

百
尺
も
の
銀
の
竜
が
、
水
中
に
泳
ぐ
よ
う
だ

ま
た
、「
春
の
暁
」
に
言
う
。

下
駄
の
痕
が
庭
の
半
ば
を
掩
っ
て
い
る
苔
に
残
っ
て
い
る

夜
間
に
花
盗
人
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

○
小
川
笙
船

町
医
者
。
養
生
所
設
立
に
尽
力
す
る
。
一
六
七
二
〜
一
七
六
〇
。

○
藤
吉

小
川
泰
山
。
漢
学
者
。
相
模
の
大
山
の
奇
童
と
言
わ
れ
、
山
本
北
山

に
学
ぶ
。
一
七
六
九
〜
一
七
八
五
。

○
井
金
峩

井
上
金
峨
。
漢
学
者
。
一

七
三
二
〜
一
七
八
四
。

○
冨
蔵

井
上
冨
蔵
。『
臭
蘭
稿
甲
集
』
に
「
送
別
」

の
詩
が
あ
り
、「
井
金
峩
の
孫
、
南
臺
の
子
」
と
あ
る
。

○
奚
疑
塾

山
本
北

山
の
私
塾
。

○
木
偵

不
明
。

○
江
湖
社

市
河
寛
齋
の
主
催
す
る
詩
社
。

清
新
性
霊
派
の
詩
風
を
主
導
し
た
。

（
三
六
）
夭
折
の
鈴
木
廉
夫
の
詩
讖

鈴
木
恥
、
字
は
廉
夫
、
川
越
の
人
。
亦
た
早
く
卒
す
。
嘗
て
、

有
酒
逢
花
君
且
醉
　
　
酒
有
り
　
花
に
逢
ふ
　
君
　
且
ら
く
醉
へ

世
間
開
落

時
中
　
　
世
間
の
開
落

時
の
中

の
句
有
り
。
是
れ
其
の
詩
讖
に
似
た
り
。

【
大
意
】
鈴
木
恥
、
字
は
廉
夫
、
川
越
の
人
で
あ
る
。
こ
の
人
も
ま
た
早
く
亡
く

な
っ
た
。
か
つ
て
、

酒
が
あ
っ
て
花
に
逢
う
時
は
、
君
よ
、
ま
あ
し
ば
ら
く
醉
い
た
ま
え

世
の
中
で
、
開
い
た
り
落
ち
た
り
は
、
わ
ず
か
な
時
間
の
う
ち
の
こ
と
な
の

だ
か
ら

の
句
が
あ
っ
た
。
こ
の
詩
は
そ
の
夭
折
を
予
言
し
て
い
た
よ
う
だ
。
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○
鈴
木
恥

『
臭
蘭
稿
甲
集
』「
鈴
木
廉
夫
。
名
は
恥
、
号
し
て
櫟
屋
と
曰
ふ
。

俗
称
は
範
蔵
。
武
州
川
越
の
人
」
と
あ
る
。

○
詩
讖

詩
の
内
容
が
予
言
と

な
る
こ
と
。（

三
七
）
中
野

翁
の
紹
介
と
詩
讖

中
野

翁
、
名
は
正
明
、
字
は
誠
甫
。
素
堂
が
父
な
り
。「
病
後
、
歩
を
試
む

る
」
に
云
は
く
。

試
出
衡
門
外
　
　
試
に
衡
門
の
外
を
出
で
て

曳

烟
水
郷
　

を
曳
く
　
烟
水
の
郷

衰
殘
劍
初
重
　
　
衰
殘
　
劍
　
初
て
重
く

疲
痩
帶
殊
長
　
　
疲
痩
　
帶
　
殊
に
長
し

徐
歩
遭
人
訝
　
　
徐
歩
　
人
に
訝
か
ら
れ

閑
身
憐
世
忙
　
　
閑
身
　
世
の
忙
き
を
憐
む

唯
乗
軽
暖
好
　
　
唯
だ
軽
暖
の
好
き
に
乗
じ
て

隨
意
追
梅
香
　
　
隨
意
に
梅
香
を
追
ふ

能
く
衰
老
の
状
を
模
写
す
。
其
の
書
齋
を
乾
乾
齋
と
曰
ふ
。「
寛
政
戊
午
の
春
、

年
六
十
四
、
易
を
讀
て
感
有
る
」
に
、

八
卦
重
成
齊
我
年
　
　
八
卦
　
重
て
成
し
て
我
が
年
に
齊
し

の
句
有
り
。
後
、
何
も
亡な

ふ
し
て
病
に
臥
し
て
起
き
ず
。
六
十
四
卦
、
其
の
數
、

限
有
り
。
詩
讖
と
謂
ふ
べ
し
。

【
大
意
】
中
野

翁
、
名
は
正
明
、
字
は
誠
甫
で
あ
る
。
素
堂
の
父
で
あ
る
。

「
病
後
に
、
散
歩
を
試
み
る
」
に
言
う
。

試
し
に
粗
末
な
門
の
外
に
出
て

杖
を
曳
い
て
、
靄
の
川
辺
を
歩
く

す
っ
か
り
衰
え
て
剣
を
初
め
て
重
く
感
じ

や
せ
こ
け
て
、
帯
が
ど
う
も
余
る
よ
う
だ

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
る
の
で
、
人
に
い
ぶ
か
ら
れ
る
が

暇
な
身
の
私
は
、
世
間
の
忙
し
さ
が
か
え
っ
て
気
の
毒
だ

た
だ
、
気
持
ち
い
い
暖
か
さ
に
乗
じ
て

気
儘
に
梅
の
香
を
追
っ
て
歩
い
て
い
る
の
だ

う
ま
く
、
衰
老
の
様
を
描
写
し
て
い
る
。
そ
の
書
齋
を
乾
乾
齋
と
言
う
。「
寛
政

十
年
の
春
、
年
六
十
四
、
易
を
読
て
感
じ
る
こ
と
が
有
っ
て
」
に
、

八
卦
を
八
回
、
重
ね
れ
ば
、
自
分
の
年
齢
と
同
じ
だ

の
句
が
あ
る
。
後
に
、
特
別
な
病
も
な
く
病
に
臥
し
て
亡
く
な
っ
た
。
六
十
四

卦
の
数
は
、
そ
れ
以
上
の
数
が
な
い
。
詩
が
予
言
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

○
中
野

翁

こ
こ
の
記
述
以
外
未
詳
。

○
乾
乾
齋

乾
乾
は
、
怠
ら
ず
に

努
力
す
る
さ
ま
。『
易
経
』
に
基
づ
く
齋
号
で
あ
る
。

【
補
説
】
前
話
に
つ
づ
い
て
詩
讖
の
話
題
で
あ
る
。

（
三
八
）
幼
公
の
為
の
觀
蓮
節

六
月
二
十
四
日
を
觀
蓮
節
と
為
す
。
我
が
邦
、
未
だ
此
の
節
を
賞
す
る
者
有
る
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こ
と
を
聞
か
ず
。
北
山
先
生
、
此
の
日
を
以
て
上
毛
、
永
澤
容
、
字
は
幼
公
が

為
に
同
社
詩
人
を
東
叡
山
下
の
不
忍
池
に
會
す
。「
觀
蓮
節
、『
幼
公
遺
稿
』
を

讀
む
」
を
以
て
、
題
と
為
す
。
一
時
、
會
す
る
者
、
四
十
餘
人
。
秋
田
の
小
野

華
陽
、
七
律
一
首
有
り
。
後
二
聯
に
云
は
く
。

能
留
身
後
無
窮
業
　
　
能
く
身
後
無
窮
の
業
を
留
め

宛
遇
生
前
未
見
人
　
　
宛
と
し
て
生
前
未
見
の
人
に
遇
ふ

襲
袂
幽
香
拂
不
去
　
　
袂
を
襲
ふ
　
幽
香
　
拂
れ
ど
も
去
ら
ず

詩
魂
莫
是
作
花
神
　
　
詩
魂
　
是
れ
花
神
と
作
る
こ
と
莫
か
ら
ん
や

嗚
呼
、
幼
公
、
地
下
に
し
て
知
る
こ
と
有
ら
ば
、
其
れ
必
ず
之
を
稟
ん
。
彼
の

佛
を
禮
し
僧
に
施
し
此
を
以
て
功
徳
菩
提
と
為
す
者
に
比
れ
ば
則
ち
其
の
供
養
、

幾
何
ぞ
。

【
大
意
】
六
月
二
十
四
日
は
観
蓮
節
と
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
は
未
だ
か
つ
て

こ
の
節
を
賞
す
る
者
が
い
た
話
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
北
山
先
生
は
、
こ
の

日
に
、
上
毛
の
永
沢
容
、
字
は
幼
公
の
為
に
同
社
の
詩
人
を
東
叡
山
の
不
忍
池

に
集
合
さ
せ
た
。「
観
蓮
節
に
『
幼
公
遺
稿
』
を
読
む
」
を
席
の
詩
題
と
し
た
。

そ
の
時
、
集
ま
っ
た
者
は
四
十
余
人
で
あ
る
。
中
に
秋
田
の
小
野
華
陽
の
七
言

律
詩
の
一
首
が
あ
る
。
後
半
の
二
聯
に
言
う
。

亡
く
な
っ
た
後
も
永
遠
に
残
る
無
窮
の
詩
業
を
残
し
て
い
る
の
で

あ
た
か
も
生
前
は
会
っ
た
こ
と
が
な
い
人
に
会
う
よ
う
な
気
持
ち
だ

袂
に
着
く
微
か
な
蓮
の
香
り
は
、
払
っ
て
も
消
え
ず

幼
公
の
詩
魂
が
、
花
の
魂
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

あ
あ
、
幼
公
が
、
あ
の
世
で
こ
の
詩
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
必
ら
ず
こ
の
詩
を
有

難
く
受
け
取
る
こ
と
だ
ろ
う
。
世
間
一
般
の
仏
を
拝
み
僧
侶
に
施
し
て
、
そ
れ

で
供
養
し
た
と
す
る
者
に
比
べ
れ
ば
、
こ
の
供
養
は
、
ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

こ
と
か
。

○
觀
蓮
節

陰
暦
六
月
二
十
四
日
の
こ
と
。

○
北
山

山
本
北
山
。
五
話
参

照
。

○
永
澤
容

桐
生
の
漢
詩
人
、
長
沢
紀
郷
の
子
。
一
七
七
二
〜
一
七
九

二
。

○
『
幼
公
遺
稿
』

寛
政
五
年
刊
。『
幼
公
遺
草
』
と
も
言
う
。
幼
公
の

作
品
数
は
少
な
い
の
で
、
山
本
北
山
の
序
に
、
本
項
の
集
会
の
席
上
の
詩
を
附

録
と
し
た
。

○
小
野
華
陽

小
野
崎
尚
甫
。
名
は
通
賢
。
秋
田
藩
士
。
一
七

五
九
〜
一
八
〇
六
。

○
後
二
聯

『
幼
公
遺
稿
』
に
載
せ
る
小
野
通
賢
の
七

言
律
詩
の
五
句
目
か
ら
八
句
目
。「
拂
」
を
「
終
」
に
作
る
。

（
三
九
）『
幼
公
遺
稿
』
校
訂
者
稲
垣
君
義
の
紹
介

稲
垣
君
義
、
名
は
正
方
、
小
諸
老
侯
の
庶
子
、
其
の
大
夫
稲
垣
伯
弓
が
養
子
と

為
す
。
嘗
て
『
幼
公
遺
稿
』
を
校
訂
す
。
君
義
、
固
よ
り
幼
公
と
知
る
こ
と
有

る
に
非
ず
。
唯
だ
其
の
詩
の
散
佚
せ
ん
こ
と
を
懼
れ
て
、
之
れ
が
為
に
校
訂
す
。

幾
も
亡な

ふ
し
て
君
義
も
亦
た
世
に
即
し
て
、
其
の
才
、
顯
る
る
こ
と
無
し
。
余
、

僅
に
、夕

日
舂
餘
千
萬
紅
　
　
夕
日
　
舂
き
餘
す
　
千
萬
紅

の
一
句
を
記
す
。

【
大
意
】
稲
垣
君
義
、
名
は
正
方
で
あ
る
。
小
諸
老
侯
の
庶
子
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
家
老
稲
垣
伯
弓
の
養
子
と
な
っ
た
。
か
つ
て
『
幼
公
遺
稿
』
を
校
訂
し
た
。
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君
義
は
、
も
と
も
と
幼
公
と
知
り
合
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
詩

の
散
佚
を
恐
れ
て
、
そ
の
為
に
校
訂
し
た
の
で
あ
る
。
い
く
ら
も
た
た
な
い
う

ち
に
、
君
義
も
ま
た
亡
く
な
っ
て
、
そ
の
才
能
は
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
私
は
、
わ
ず
か
に
、

夕
日
は
ま
だ
沈
み
き
ら
ず
に
、
千
万
も
の
紅
を
残
し
て
い
る

の
一
句
を
覚
え
て
い
る
。

○
稲
垣
君
義

『
臭
蘭
稿
甲
集
』
に
「
名
は
正
方
、
旭
山
と
号
す
。
信
濃
の
人
」

と
あ
る
。

○
稲
垣
伯
弓

『
詩
聖
堂
百
絶
』
に
「
雨
過
小
諸
稲
伯
弓
宅
與
牧

野
子
大
同
賦
」
の
詩
題
が
あ
る
。
牧
野
子
大
は
不
明
だ
が
、
小
諸
藩
主
は
牧
野

氏
な
の
で
一
族
か
も
し
れ
な
い
。

○
『
幼
公
遺
稿
』

前
話
参
照
。

【
補
説
】「
夕
日
舂
餘
千
萬
紅
」
の
み
を
記
憶
し
て
い
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る

が
、『
臭
蘭
稿
甲
集
』
に
は
、
こ
の
詩
全
編
を
含
め
て
五
首
の
詩
を
載
せ
る
の
で
、

詩
佛
が
知
ら
な
い
わ
け
は
な
く
、
見
る
べ
き
詩
が
な
い
と
判
断
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

（
四
〇
）
亡
友
の
為
の
雅
集

飯
田
共
懿
、
太
田
文
思
、
其
の
亡
友
、
高
麗
松
溪
、
伊
藤
明
行
が
為
め
に
、
都

下
の
名
士
を
十
條
村
の
西
園
精
舎
に
會
す
。
余
、
時
に
西
遊
し
てあ

ず
か

ら
ず
。
北

山
先
生
、
之
れ
が
序
を
作
る
。
谷
文
晁
、
其
の
境
、
宋
賢
集
會
の
地
と
、
名
、

相
暗
合
す
る
に
因
て
、
紺
紙
金
泥
を
以
て
李
伯
時
が
酉
園
雅
集
の
圖
を
寫
し
て
、

之
を
贈
る
。
亦
た
一
時
の
盛
會
と
云
ふ
。

【
大
意
】
飯
田
共
懿
と
太
田
文
思
は
、
そ
の
亡
く
な
っ
た
友
、
高
麗
松
渓
、
伊
藤

明
行
の
為
に
、
江
戸
の
名
士
を
十
条
村
の
西
園
精
舎
に
集
め
た
。
私
は
、
そ
の

時
、
西
へ
旅
し
て
い
て
誘
い
に
与
ら
な
か
っ
た
。
北
山
先
生
が
、
こ
の
会
の
序

を
作
っ
た
。
谷
文
晁
は
、
そ
の
地
が
宋
賢
集
会
の
地
と
名
が
暗
合
す
る
の
で
紺

紙
金
泥
で
李
伯
時
の
酉
園
雅
集
の
図
を
写
し
て
、
こ
れ
を
贈
っ
た
。
ま
た
、
当

時
の
盛
会
で
あ
っ
た
と
言
う
。

○
飯
田
共
懿

二
十
二
話
参
照
。

○
太
田
文
思
、
高
麗
松
溪
、
伊
藤
明
行

い
ず
れ
も
不
明
。

○
西
園
精
舎

不
明
。

○
北
山

山
本
北
山
。
五
話
参

照
。

○
谷
文
晁

三
十
二
話
参
照
。

○
李
伯
時

宋
の
人
、
李
公
麟
の
字
。

詩
書
画
を
よ
く
し
た
。

○
酉
園
雅
集
の
圖

本
文
の
字
形
は
「
酉
」
に
見
え

る
が
「
西
」
で
あ
ろ
う
。
西
園
雅
集
と
は
、
宋
の
蘇
軾
・
黄
庭
堅
・
秦
観
な
ど

の
西
園
の
集
会
を
い
い
、
時
の
人
が
そ
れ
を
画
に
描
い
た
と
い
う
。

（
四
一
）
僧
冷
然
の
紹
介

或
は
緇
流
の
詩
を
毀
り
て
云
は
く
、
蔬
筍
の
氣
を
免
れ
ず
、
と
。
余
、
以
為
ら

く
、
然
ら
ず
、
と
。
緇
流
の
詩
の
愛
す
べ
き
所
以
の
者
は
其
の
蔬
笋
の
氣
有
る

を
以
て
な
り
。
余
、
之
れ
を
花
に
譬
ふ
。
海
棠
も
花
な
り
、
牡
丹
も
花
な
り
、

李
梅
桃
杏
、
齊
し
く
皆
な
花
な
り
。
黄
紅
紫
白
の
異
有
る
と
雖
ど
も
、
之
を
要

す
る
に
一
種
の
春
色
を
粧
點
す
る
に
過
ざ
る
の
み
。
緇
流
の
詩
、
之
を
花
に
求

む
れ
ば
則
ち
梅
な
り
。
余
、
其
の
字
痩
せ
、
句
寒
く
味
淡
く
格
清
き
を
愛
す
な

り
。
釋
の
冷
然
が
「
閑
居
雜
詠
」
に
云
ふ
が
如
き
、
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虚
心
愛
汝
移
新
竹
　
　
虚
心
　
汝
を
愛
し
て
　
新
竹
を
移
し

清
格
慕
君
栽
早
梅
　
　
清
格
　
君
を
慕
ふ
て
　
早
梅
を
栽
ゆ

保
社
劉
雷
之

士
　
　
社
を
保
す
　
劉
雷
の

の
士

談
玄
魏
晋
以
間
人
　
　
玄
を
談
ず
　
魏
晋
　
以
間
の
人

半
生
卜
隠
能
知
足
　
　
半
生
　
隠
を
卜
し
て
　
能
く
足
る
こ
と
を
知
り

一
事
於
詩
猶
未
廉
　
　
一
事
　
詩
に
於
て
　
猶
ほ
未
だ
廉
な
ら
ず

謂
ふ
べ
し
、
俗
韻
を
脱
す
、
と
。
又
、

澆
花
晨
汲
帶
春
星
　
　
花
に
澆
ぎ
晨
に
汲
み
　
春
星
を
帶
び

漫
興
詩
篇
多
斷
句
　
　
漫
興
の
詩
篇
　
多
く
は
斷
句

の
句
有
り
。
亦
た
佳
な
り
。
冷
然
が
詩
、
余
、
之
を
淺
井
觀
齋
に
得
た
り
。

【
大
意
】
あ
る
人
は
、
僧
侶
の
詩
を
謗
っ
て
、
肉
食
し
な
い
坊
主
臭
を
免
れ
な
い

と
言
う
。
私
は
、
そ
う
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
僧
侶
の
詩
の
愛
す
べ
き
点

は
、
そ
の
坊
主
臭
さ
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
私
が
こ
れ
を
花
に
た
と
え

れ
ば
、
海
棠
も
花
、
牡
丹
も
花
で
あ
る
。
李
、
梅
、
桃
、
杏
、
ど
れ
も
同
じ
く

み
な
花
で
あ
る
。
黄
紅
紫
白
の
い
ろ
の
違
い
は
あ
る
が
、
要
す
る
に
ひ
と
つ
の

春
景
色
を
飾
る
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
僧
侶
の
詩
を
花
に
例
え
れ
ば
、
梅

で
あ
る
。
私
は
、
そ
の
字
が
痩
せ
、
句
が
寒
く
、
味
が
淡
く
、
格
が
清
ら
か
な

の
を
好
ん
で
い
る
。
釈
冷
然
の
「
閑
居
雑
詠
」
に
言
う
の
は
、

心
の
虚
ろ
な
汝
を
愛
し
て
、
新
竹
を
移
し
替
え

清
ら
か
な
君
を
慕
っ
て
、
早
梅
を
植
え
る

劉
氏
や
雷
氏
の
仲
間
の
士
は
、
白
蓮
社
を
保
ち

魏
や
晋
の
時
代
の
人
は
、
清
談
と
い
っ
て
玄
を
談
じ
た

半
生
、
隠
居
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
探
し
、
満
足
す
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け

た
っ
た
一
つ
の
仕
事
で
あ
る
詩
な
の
に
、
ま
だ
俗
を
抜
け
切
ら
な
い

俗
な
調
子
を
脱
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

春
の
星
の
下
、
朝
に
水
を
汲
み
花
に
注
ぎ

気
持
ち
次
第
に
作
っ
た
詩
の
多
く
は
未
完
成
の
ま
ま
だ

の
句
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
佳
句
で
あ
る
。
冷
然
の
詩
は
、
私
は
浅
井
観
斎
か

ら
手
に
入
れ
た
。

○
保
社
劉
雷
〜

劉
程
之
や
雷
次
宗
が
、
慧
遠
の
作
っ
た
念
仏
結
社
、
白
蓮
社

の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
。

○
談
玄
魏
晋
〜

魏
や
晋
の
時

代
の
竹
林
の
七
賢
な
ど
を
指
す
。

○
淺
井
觀
齋

『
詩
聖
堂
詩
集
初
集
』
巻

七
「
題
淺
井
觀
齋
新
居
」
の
詩
を
収
め
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。

（
四
二
）
詩
佛
遊
歴
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

余
、
西
遊
の
日
、
途
、
信
濃
に
出
づ
。
小
諸
の
稲
垣
伯
弓
が
家
に
宿
す
る
こ
と

三
四
日
、
城
下
の
人
士
、
来
て
詩
を
求
む
る
者
、
數
十
人
。
僧
觀
禪
な
る
者
有

り
。
亦
た
来
て
余
に
見
ゆ
。
余
が
詩
の
凡
な
ら
ざ
る
を
稱
歎
し
て
因
て
問
て
曰

は
く
、「
公
、
都
下
に
在
て
痩
梅
先
生
を
知
る
や
」
と
。
余
、
曰
は
く
、「
之
を

知
る
。
和
尚
、
何
を
以
て
獨
り
痩
梅
が
名
を
記
す
」
と
。
僧
、
曰
は
く
、「
痩
竹

先
生
、
曽
て
此
の
地
に
遊
ぶ
。
我
、
之
を
見
ゆ
る
こ
と
を
得
た
り
。
我
、
聞
く
、
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都
下
に
痩
竹
・
痩
梅
の
二
先
生
有
て
詩
を
以
て
一
時
に
鳴
る
と
。
余
、
公
の
詩

を
觀
す
る
に
尋
常
の
人
に
非
ず
。
必
ず
二
先
生
の
徒
な
ら
ん
。
我
、
是
を
以
て

之
を
問
ふ
」
と
。
余
、
咲
て
曰
は
く
、「
和
尚
、
一
隻
眼
を
具
し
て
、
我
を
觀
る
。

痩
梅
、
是
れ
我
な
り
」
と
。
僧
、
愕
然
と
し
て
曰
は
く
、「
先
生
の
名
を
聞
く
こ

と
之
れ
久
し
。
何
ぞ
圖
ら
ん
、
今
日
相
見
り
こ
と
を
得
ん
と
は
。
豈
に
一
大
因

縁
な
ら
ず
や
」
と
。
乃
ち
詩
を
作
て
余
に
贈
る
。

若
無
痩
竹
吟
詩
痩
　
　
若
し
痩
竹
が
詩
を
吟
じ
て
痩
た
る
無
く
し
て

誰
與
痩
梅
同
比
肩
　
　
誰
か
痩
梅
と
同
じ
く
肩
を
比
す
る

の
語
、
有
り
。
余
、
席
間
、
韻
を
次
し
て
之
に
答
ふ
。
云
は
く
。

如
今
許
作
詩
人
否
　
　
如
今
　
許
し
て
詩
人
と
作
さ
ん
や
否
や

一
箇
詩
嚢
擔
在
肩
　
　
一
箇
の
詩
嚢
　
擔
て
肩
に
在
り

痩
竹
は
、
柏
舒
亭
が
別
號
な
り
。

【
大
意
】
私
の
西
遊
の
途
中
、
信
濃
に
寄
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
小
諸
の
稲
垣
伯
弓

の
家
に
三
四
日
も
泊
ま
っ
た
時
、
城
下
の
人
士
が
来
て
詩
を
求
め
る
者
が
、
数

十
人
も
や
っ
て
き
た
。
な
か
に
、
僧
の
觀
禪
と
い
う
者
が
い
て
、
や
っ
て
来
て

私
と
会
っ
た
。
私
の
詩
を
非
凡
で
あ
る
と
賞
賛
し
て
、
そ
こ
で
尋
ね
て
言
う
に

は
、「
貴
方
は
江
戸
で
痩
梅
先
生
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」。
私
、「
知
っ
て
い
ま
す
。

和
尚
は
何
故
、
痩
梅
の
名
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」。
僧
、「
痩
竹
先
生
は
、
か
つ

て
当
地
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
も
、
そ
の
時
お
会
い
で
き
ま
し
た
。
聞

く
と
こ
ろ
で
は
、
江
戸
に
痩
竹
と
痩
梅
の
二
先
生
が
い
て
、
詩
で
名
高
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
私
が
、
貴
方
の
詩
を
拝
見
す
る
と
こ
ろ
た
だ
の
お
方
で
は
あ
り

ま
す
ま
い
。
き
っ
と
二
先
生
の
お
仲
間
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
て
。
そ
こ
で
お
尋

ね
し
ま
し
た
」。
私
も
笑
っ
て
、「
和
尚
は
、
半
分
の
眼
力
を
持
っ
て
私
を
御
覧

に
な
っ
た
。
痩
梅
は
実
は
私
で
す
」。
僧
は
驚
い
て
、「
先
生
の
御
高
名
は
以
前

か
ら
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。
な
ん
と
こ
こ
で
今
日
、
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
と
は
。
実
に
一
大
因
縁
と
言
え
ま
し
ょ
う
」
と
。
そ
こ
で
詩
を
作
て
私
に

贈
っ
た
。

も
し
痩
竹
が
詩
を
吟
じ
て
痩
た
詩
で
な
け
れ
ば

誰
が
痩
梅
と
同
じ
よ
う
に
肩
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か

の
語
が
あ
っ
た
。
私
も
、
席
上
、
次
韻
し
て
こ
れ
に
答
え
た
。
言
う
。

今
日
、
私
は
詩
人
と
称
す
る
事
が
で
き
る
の
か
ど
う
か

一
つ
の
詩
嚢
を
担
っ
て
肩
に
あ
る
の
だ

痩
竹
は
、
柏
舒
亭
が
別
号
で
あ
る
。

○
稲
垣
伯
弓

三
十
九
話
参
照
。

○
僧
觀
禪

不
明
。

○
一
隻
眼

詩
仏

を
尋
常
な
ら
ざ
る
人
と
見
破
っ
た
の
は
鋭
か
っ
た
が
、
痩
梅
本
人
だ
と
は
気
づ

か
な
か
っ
た
こ
と
を
言
う
。

○
柏
舒
亭

柏
木
如
亭
。
三
話
参
照
。

（
四
三
）
詩
佛
の
詩
歴
（
二
痩
詩
社
）

余
、
嘗
て
舒
亭
と
詩
社
を
東
江
精
舎
に
開
く
。
號
し
て
二
痩
詩
社
と
曰
ふ
。
来

て
盟
にあ

ず
か

る
者
、
百
餘
人
、
北
山
先
生
、
之
が
引
を
作
す
。
固
よ
り
一
星
の
銀
、

半
尺
の
布
を
受
け
ず
。
痛
く
世
の
李
王
を
為
す
者
を
斥
く
。
是
に
於
て
格
調
の

徒
、
豬
の
ご
と
く
怒
り
、
虎
の
ご
と
く
視
て
、
議
論

と
し
て
止
ま
ず
。
然

れ
ど
も
此
に
由
て
人
を
得
る
も
亦
た
少
な
か
ら
ず
。
世
の
我
を
刺
り
我
を
非
る
、

吾
に
於
て
何
か
有
ら
ん
。
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【
大
意
】
か
つ
て
私
は
、
舒
亭
と
詩
社
を
東
江
寺
で
開
い
た
。
二
痩
詩
社
と
名
づ

け
た
。
参
集
し
て
仲
間
と
な
っ
た
者
は
百
人
余
り
で
、
北
山
先
生
は
、
こ
の
序

文
を
作
っ
た
。
も
と
よ
り
、
わ
ず
か
で
も
金
な
ど
支
援
は
受
け
な
か
っ
た
。
こ

っ
ぴ
ど
く
、
世
間
の
李
・
王
を
奉
ず
る
格
調
派
を
攻
撃
し
た
。
そ
こ
で
、
格
調

派
の
人
た
ち
は
、
猪
の
よ
う
に
怒
り
、
虎
の
よ
う
に
視
て
、
議
論
紛
紛
と
し
た

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
仲
間
を
得
た
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
世
間
が
私
た
ち
を
謗

り
攻
撃
す
る
の
も
、
私
に
と
っ
て
は
何
で
も
な
い
こ
と
だ
。

○
舒
亭

柏
木
如
亭
。
三
話
参
照
。

○
東
江
精
舎

東
京
都
墨
田
区
、
東
江

寺
。
多
田
薬
師
と
も
。「
大
窪
家
の
遠
祖
は
多
田
満
仲
で
あ
っ
た
の
で
、
詩
仏
に

と
っ
て
は
因
縁
の
あ
る
場
所
」（
揖
斐
高
氏
「
大
窪
詩
仏
年
譜
稿
」）
と
い
う
。

○
二
痩
詩
社

如
亭
・
詩
佛
の
別
号
の
痩
竹
・
痩
梅
か
ら
命
名
し
た
。

○
北

山

山
本
北
山
。
五
話
参
照
。

○
李
王

明
の
李
攀
龍
と
王
世
貞
。
五
話
参

照
。

○
格
調

古
文
辞
格
調
派
。

【
補
説
】
前
段
で
痩
竹
痩
梅
の
別
号
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
、
続
い

て
、
清
新
性
霊
派
の
主
張
の
覚
悟
を
述
べ
た
段
に
な
っ
て
い
る
。

（
四
四
）
詩
佛
の
詩
歴
（
一
字
の
虚
構
）

余
、
五
月
半
を
以
て
木
曽
山
中
を
過
る
。
梅
花
、
已
に
落
て
、
桃
李
、
盛
に
開

く
。
余
、
詩
を
作
ら
ん
と
欲
す
。
忽
ち
中
野
素
堂
が
、

四
月
猶
餘
二
月
花
　
　
四
月
　
猶
ほ
餘
す
　
二
月
の
花

の
句
を
憶
す
。
遂
に
止
む
。
因
て
謂
ふ
。
若
し
四
月
を
改
て
五
月
と
為
せ
ば
、

是
れ
實
事
と
雖
ど
も
詩
を
成
さ
ざ
る
な
り
。
袁
子
才
が
云
は
く
、「
張
若
駒
、

『
五
月
九
日
舟
中
偶
成
』
の
詩
、

水
窓
晴
掩
日
光
高
　
　
水
窓
　
晴
て
掩
ふ
　
日
光
の
高
き
に

河
上
風
寒
正
長
潮
　
　
河
上
　
風
寒
く
　
正
に
潮
を
長
ず

忽
忽
夢
回
憶
家
事
　
　
忽
忽
　
夢
回
て
　
家
事
を
憶
ふ

女
児
生
日
是
今
朝
　
　
女
児
の
生
日
　
是
れ
今
朝

此
の
詩
、
真
に
是
れ
天
籟
、
然
れ
ど
も
女
の
字
を
把
て
一
の
男
の
字
に
換
へ
ば
、

便
ち
詩
を
成
さ
ず
。
此
の
中
の
消
息
、
口
、
言
ふ
こ
と
能
は
ず
」
と
。
余
、
深

く
悟
る
こ
と
有
り
。

【
大
意
】
私
は
、
五
月
半
ば
に
木
曽
の
山
中
を
通
っ
た
。
梅
の
花
は
既
に
落
ち
、

桃
や
ス
モ
モ
が
盛
ん
に
花
開
い
て
い
た
の
で
、
詩
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
。
ふ
と
、

中
野
素
堂
の
、

四
月
な
の
に
ま
だ
二
月
の
花
が
咲
い
て
い
る

の
句
を
思
い
出
し
て
、
詩
作
は
止
め
に
し
た
。
そ
こ
で
、
も
し
四
月
を
改
め
て

五
月
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
事
実
だ
と
し
て
も
詩
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
袁
枚

の
言
葉
に
、「
張
若
駒
の
『
五
月
九
日
舟
中
偶
成
』
の
詩
に
、

日
が
高
く
晴
て
き
た
の
で
、
船
窓
を
掩
っ
た

川
は
、
風
も
寒
く
、
ち
ょ
う
ど
潮
も
満
ち
て
く
る
頃
だ

と
り
と
め
も
な
く
夢
は
回
っ
て
、
家
の
事
を
思
い
出
す
と

女
児
の
誕
生
日
は
、
ま
さ
に
今
日
だ
っ
た

こ
の
詩
は
、
ま
さ
に
自
然
に
生
ま
れ
た
詩
で
あ
る
。
し
か
し
、
女
の
字
を
男
の
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字
に
換
え
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
詩
に
な
ら
な
く
な
る
。
こ
こ
ら
へ
ん
の
微
妙
な
感

覚
は
、
口
で
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
私
は
、
深
く

悟
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

○
中
野
素
堂

四
話
参
照
。

○
袁
子
才

清
の
詩
人
、
袁
枚
。

○
「
張
若

駒
〜
」

袁
枚
の
『
随
園
詩
話
』
巻
八
「
詩
有
極
平
浅
、
而
意
味
深
長
。
桐
城

張
徴
士
若
駒
五
月
九
日
〜
」
以
下
、
本
文
と
同
文
で
あ
る
。

（
四
五
）
貧
中
病
中
の
詩

陸
放
翁
が
詩
に
云
は
く
。

米
歸
来
午
未
炊
　

米
　
歸
来
て
　
午
　
未
だ
炊
か
ず

家
人
竊
憫
老
翁
飢
　
　
家
人
　
竊
に
憫
む
　
老
翁
の
飢
る
を

不
知
弄
筆
東
窓
下
　
　
知
ら
ず
　
筆
を
弄
す
　
東
窓
の
下

正
和
淵
明
乞
食
詩
　
　
正
に
淵
明
食
を
乞
ふ
の
詩
を
和
せ
ん
と
は

清
人
、
魏
懋
堂
が
「
山
中
積
雪
」
に
云
は
く
。

寂
寞
山
涯
又
水
濱
　
　
寂
寞
た
る
山
涯
　
又
　
水
濱

漫
天
匝
地
白
如
銀
　
　
天
に
漫
し
　
地
に
匝
し
て
　
白
し
て
銀
の
如
し

前
村
報
道
溪
橋
斷
　
　
前
村
　
報
道
す
　
溪
橋
斷
つ
と

可
喜
難
来
索
債
人
　
　
喜
ぶ
べ
し
　
債
を
索
る
の
人
来
り
難
き
を

皆
な
貧
中
の
趣
を
極
盡
す
る
者
な
り
。
夫
れ
貧
と
之
れ
病
と
は
人
の
悪に

く

む
所
に

し
て
詩
に
入
る
と
き
は
則
ち
佳
な
り
。
絲
井
翼
、
字
は
君
鳳
、「
春
日
」
の
詩
の

如
き
、
亦
た
能
く
病
中
の
況
を
言
ふ
。
云
は
く
。

花
開
時
節
身
多
病
　
　
花
開
く
の
時
節
　
身
　
多
病

常
負
尋
紅
拾
翠
行
　
　
常
に
負
く
　
紅
を
尋
ね
　
翠
を
拾
て
行
く
に

知
得
春
光
遍
原
野
　
　
知
り
得
た
り
　
春
光
の
原
野
に
遍
き
を

近
来
連
聴
賣
花
聲
　
　
近
来
　
連し

き

り
に
聴
く
　
花
を
賣
る
聲

予
も
亦
た
絶
句
有
り
。
云
は
く
。

病
Y

曽
被
寒
欺
得
　
　
病
Y

曽
て
寒
に
欺
き
得
ら
れ
て

不
出
茅
檐
半
月
来
　
　
茅
檐
を
出
で
ざ
る
こ
と
　
半
月
来

知
道
江
村
已
春
好
　
　
知
道
す
　
江
村
　
已
に
春
好
き
こ
と
を

門
前
来
賣
満
開
梅
　
　
門
前
　
来
り
賣
る
　
満
開
の
梅

以
て
君
鳳
が
詩
と
並
べ
誦
す
べ
し
。

【
大
意
】
陸
放
翁
の
詩
に
言
う
。

米
を
買
っ
て
帰
っ
て
来
て
、
昼
飯
を
ま
だ
炊
い
て
い
な
い

家
族
は
、
ひ
そ
か
に
こ
の
年
寄
り
が
腹
が
減
っ
て
い
る
の
を
心
配
し
て
い
る

知
ら
な
い
の
だ
、
東
の
書
斎
で
筆
を
弄
し
て
　

ま
さ
に
陶
淵
明
の
「
食
を
乞
ふ
の
詩
」
に
和
韻
し
て
い
よ
う
と
は

清
の
人
で
、
魏
懋
堂
の
「
山
中
積
雪
」
に
言
う
。

実
に
寂
寞
と
し
た
山
の
果
て
、
ま
た
水
辺
の
こ
の
村

天
も
地
も
真
っ
白
で
銀
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る

隣
村
か
ら
の
知
ら
せ
で
は
、
谷
川
の
橋
が
壊
れ
た
と
い
う
こ
と

あ
り
が
た
い
、
借
金
取
り
が
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
ぞ

ど
れ
も
貧
乏
の
趣
を
描
き
尽
く
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
貧
と
病
と
は
世
間
で

は
忌
む
も
の
だ
が
、
詩
に
取
り
入
れ
る
と
面
白
い
も
の
で
あ
る
。
絲
井
翼
、
字

は
君
鳳
の
、「
春
日
」
の
詩
の
如
き
は
、
病
気
の
状
況
を
う
ま
く
表
し
た
も
の
で
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あ
る
。
言
う
。

花
開
く
時
節
だ
と
い
う
の
に
、
こ
の
身
は
病
気
が
ち
だ

常
に
、
紅
い
花
を
尋
ね
、
緑
の
草
を
摘
み
に
行
く
機
会
を
失
し
て
い
る

で
も
そ
う
で
あ
っ
て
も
よ
く
わ
か
る
、
春
景
色
が
野
原
に
満
ち
て
い
る
の
を

最
近
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
、
花
の
売
り
声
を
聴
く
の
だ

私
に
も
ま
た
絶
句
が
あ
る
。
言
う
。

病
気
が
ち
で
、
今
ま
で
寒
さ
に
や
ら
れ
続
け

粗
末
な
こ
の
家
を
出
な
い
こ
と
、
も
う
半
月

し
か
し
よ
く
わ
か
る
の
だ
、
川
辺
の
村
が
既
に
い
い
春
景
色
で
あ
る
こ
と
が

門
前
に
、
満
開
の
梅
を
売
り
に
来
る
の
だ
か
ら

君
鳳
の
詩
と
並
べ
誦
し
て
ほ
し
い
。

○
陸
放
翁
詩

陸
游
「
貧
甚
戯
作
絶
句
八
首
其
八
」。

○
淵
明
食
を
乞
ふ
の
詩

陶
淵
明
「
乞
食
詩
」
に
和
韻
し
た
。
所
謂
、
和
陶
詩
で
あ
る
。

○
魏
懋
堂

不
明
。

○
絲
井
翼
　
奥
山
榕
齋
。
初
め
糸
井
氏
。
山
本
北
山
門
下
。
漢
学
者
。

一
七
八
一
〜
一
八
四
一
。

○
「
病
Y
曽
被
〜
」

『
詩
聖
堂
百
絶
』「
梅
花
開

後
得
詩
六
首
」
の
一
首
め
。
起
句
は
「
病
Y

猶
被
餘
寒
約
」
に
作
る
。

（
四
六
）
秋
岡
游
の
詞
の
紹
介

秋
岡
游
、
字
は
賽
魚
な
る
者
有
り
。
性
、
詞
曲
に
耽
る
。
又
、
頗
る
詩
を
觧
す
。

嘗
て
予
が
痩
梅
菴
に
寓
す
。
故
有
り
て
亡
命
す
。
今
、
其
の
在
る
所
を
知
ら
ず
。

予
、「
杉
田
村
に
梅
を
觀
る
」
の
一
詞
を
記
す
。
云
は
く
。

梅
花
白
點
　
　
梅
花
　
白
點
す

山
屏
看
不
夢
　
　
山
屏
　
看
る
に
夢
な
ら
ず

生
客
眼
青
　
　
生
客
眼
青
し

溪
送
溪
迎
　
　
溪
送
り
　
溪
迎
ふ

千
曲
折
路
似
曽
經
　
　
千
曲
折
路
曽
て
經
る
に
似
た
り

此
時
呵
樹
垂
楊
被
風
吹
　
　
此
の
時
　
呵
樹
の
垂
楊
　
風
に
吹
か
る

一
様
香
　
　
一
様
に
香
し

玉
兎
昇
　
　
玉
兎
　
昇
り

金
烏
未
墜
　
　
金
烏
　
未
だ
墜
ち
ず

真
箇
に
竒
創
な
り
。

【
大
意
】
秋
岡
游
、
字
は
賽
魚
と
い
う
者
が
い
る
。
性
と
し
て
、
詞
曲
に
耽
っ
て

い
た
。
ま
た
、
詩
も
よ
く
理
解
し
た
。
か
つ
て
私
の
痩
梅
菴
に
奇
遇
し
て
い
た
。

故
有
っ
て
亡
命
し
た
。
現
在
、
そ
の
所
在
は
知
れ
な
い
。
私
は
、「
杉
田
村
に
梅

を
觀
る
」
の
一
詞
を
覚
え
て
い
る
。
言
う
。

梅
の
花
が
白
く
点
々
と
咲
い
て
い
る

そ
れ
は
山
の
屏
風
の
よ
う
で
、
よ
く
見
て
も
夢
で
は
な
い

な
じ
み
の
な
い
客
で
も
青
眼
で

谷
川
は
送
迎
し
て
く
れ
る

お
か
げ
で
千
回
も
折
れ
曲
が
っ
た
路
で
も
、
か
つ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
と
こ

ろ
の
よ
う
だ

－153－



こ
の
時
、

し
だ
れ
柳
が
風
に
吹
か
れ
て
、
枝
が
木
を
う
っ
て
い
て

ど
こ
も
が
香
し
い

月
は
昇
り

日
は
ま
だ
落
ち
な
い
頃

実
に
奇
抜
で
あ
る
。

○
秋
岡
游

不
明
。

○
詞
曲

Q

詞
。

○
杉
田
村

横
浜
市
磯
子
区
杉
田
。

妙
法
寺
境
内
が
梅
見
の
中
心
と
い
う
。

○
呵
樹

用
例
の
見
つ
か
ら
な
い
語

だ
が
、
こ
こ
で
は
、
風
が
し
だ
れ
柳
の
枝
を
揺
ら
し
て
、
木
を
打
つ
こ
と
を
指

す
か
。

○
玉
兎

月
の
こ
と
。

○
金
烏

太
陽
の
こ
と
。

【
補
説
】
万
樹
の
『
詞
律
』
や
『
康
煕
詞
譜
』
は
浩
瀚
な
詞
譜
で
僻
調
ま
で
含
ま

れ
て
い
る
が
、
本
文
の
「
杉
田
村
に
梅
を
觀
る
」
の
詞
牌
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

（
四
七
）
沈
雄
痛
快
な
一
句

或
は
余
の
為
め
に
「
畫
虎
に
題
す
る
」
の
句
を
誦
す
。
云
は
く
。

想
像
深
山
草
木
風
　
　
想
像
す
　
深
山
草
木
の
風

沈
雄
痛
快
、
七
字
、
之
を
盡
す
。
余
、
復
た
其
の
他
を
觀
る
こ
と
を
願
は
ず
。

只
だ
恨
む
ら
く
は
作
者
の
姓
名
を
失
す
る
こ
と
を
。

【
大
意
】
あ
る
人
が
私
の
為
め
に
「
畫
虎
に
題
す
る
」
の
句
を
誦
し
て
く
れ
た
。

詩
に
言
う
。

深
山
草
木
の
風
を
想
像
す

虎
の
、
猛
々
し
く
痛
快
な
と
こ
ろ
を
、
た
っ
た
七
字
で
、
描
き
き
っ
て
い
る
。

私
は
、
他
の
句
を
見
た
い
と
は
思
わ
な
い
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
作
者
の
姓

名
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
補
説
】
次
段
で
佳
句
を
紹
介
す
る
前
置
き
と
し
て
、
一
句
だ
け
で
読
む
面
白
さ

を
示
し
た
か
。（

四
八
）
近
人
の
佳
句

余
、
常
に
し
て
近
人
の
句
を
摘
て
、
之
を
録
す
。
時
に
一
た
び
出
し
て
之
を
觀

る
、
以
て
一
日
三
秋
の
思
を
慰
す
る
に
足
れ
り
。
聯
句
、
佳
な
る
者
、
今
川
剛

侯
が
云
は
く
。

酒
美
因
城
近
　
　
酒
の
美
な
る
は
城
の
近
き
に
因
り

魚
肥
為
浦
豊
　
　
魚
の
肥
た
る
は
浦
の
豊
な
る
が
為
な
り

鷹
野
魯
屋
が
云
は
く
。

品
茗
風
過
面
　
　
茗
を
品
す
れ
ば
　
風
　
面
を
過
ぎ

嘗
醪
春
到
唇
　
　
醪
を
嘗
む
れ
ば
　
春
　
唇
に
到
る

北
條
士
伸
が
云
は
く
。

晩
程
鴉
背
日
　
　
晩
程
　
鴉
背
の
日

霜
信
馬
頭
風
　
　
霜
信
　
馬
頭
の
風

橋
本
子
行
が
云
は
く
。

拂
j

風
飛
粘
屐
絮
　
　
j

を
拂
ふ
風
は
屐
を
粘
す
る
絮
を
飛
し

捲
花
波
送
載
薪
舟
　
　
花
を
捲
く
波
は
薪
を
載
す
る
舟
を
送
る

所
j

灣
が
云
は
く
。

花
梢
餘
落
日
　
　
花
梢
　
落
日
を
餘
し
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灘
底
起
軽
雷
　
　
灘
底
　
軽
雷
を
起
す

院
暗
僧
歸
早
　
　
院
暗
く
し
て
　
僧
　
歸
る
こ
と
早
く

山
紅
日
暮
遅
　
　
山
紅
に
し
て
　
日
　
暮
る
る
こ
と
遅
し

余
が
門
人
、
菅
中
菴
が
云
は
く
。

j

邊
風
有
力
　
　
j

邊
　
風
に
力
有
り

苔
上
雨
無
痕
　
　
苔
上
　
雨
に
痕
無
し

垣
内
淡
齋
が
云
は
く
。

熟
路
皆
生
景
　
　
熟
路
　
皆
な
生
景

新
知
如
舊
交
　
　
新
知
　
舊
交
の
如
し

又
、
結
句
佳
な
る
者
有
り
。
島
梅
外
が
、

三
月
易
過
七
八
日
　
　
三
月
　
過
ぎ
易
し
　
七
八
日

明
朝
雨
歇
出
看
花
　
　
明
朝
　
雨
歇
は
ば
出
で
て
花
を
看
ん

吉
川
子
愿
が
云
は
く
。

病
身
還
怕
新
涼
到
　
　
病
身
　
還
た
怕
る
　
新
涼
の
到
る
こ
と
を

脱
却
生
衣
著
熟
衣
　
　
生
衣
を
脱
却
し
て
熟
衣
を
著
く

又
、
五
七
字
單
句
佳
な
る
者
有
り
。
魯
屋
が
、

竹
痩
轉
添
神
　
　
竹
痩
て
轉
た
神
を
添
ふ

星
孟
喬
が
、

風
添
潮
勢
海
生
烟
　
　
風
　
潮
勢
を
添
へ
て
　
海
　
烟
を
生
ず

岡
村
養
拙
が
、

日
永
林
中
野
鳥
飢
　
　
日
永
ふ
し
て
　
林
中
　
野
鳥
　
飢
ゆ

柏
舒
亭
が
、

漁
網
孤
村
月
　
　
漁
網
　
孤
村
の
月

句
至
窮
愁
清
且
新
　
　
句
は
窮
愁
に
至
て
清
に
し
て
且
つ
新
な
り

と
。
皆
な
是
な
り
。

【
大
意
】
私
は
常
に
現
在
の
詩
人
の
句
を
摘
録
し
て
い
る
。
時
々
そ
れ
を
出
し
て

見
て
い
る
と
、
日
が
な
一
日
の
退
屈
を
慰
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
優
れ
た
聯
で
、

今
川
剛
侯
の
作
。

酒
が
旨
い
の
は
町
が
近
い
た
め
で

魚
が
肥
え
て
い
る
の
は
海
の
豊
か
な
た
め
で
あ
る

鷹
野
魯
屋
の
作
。

茶
を
品
評
す
る
と
、
風
が
顔
を
吹
き
過
ぎ
る
よ
う
で

濁
り
酒
を
一
口
な
め
れ
ば
、
春
が
唇
に
来
た
よ
う
だ

北
條
士
伸
の
作
。

晩
の
帰
り
道
、
鴉
の
向
こ
う
に
日
が
沈
み

霜
を
知
ら
せ
る
雁
が
、
馬
頭
を
か
す
め
る
風
に
の
っ
て
飛
ん
で
い
く

橋
本
子
行
の
作
。

柳
を
な
で
る
風
は
靴
に
ま
つ
わ
る
柳
絮
を
飛
ば
し

落
花
を
巻
き
上
げ
る
波
は
薪
を
載
せ
る
舟
を
送
る

所
j

灣
の
作
。

梢
の
花
に
は
ま
だ
落
日
が
当
た
り

早
瀬
は
軽
い
雷
の
よ
う
な
音
を
起
こ
す
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寺
院
は
暗
く
、
僧
の
帰
り
は
早
い

山
は
い
つ
ま
で
も
日
が
当
た
り
、
日
の
暮
れ
る
の
が
遅
い

私
の
門
人
の
、
菅
中
菴
の
作
。

柳
の
木
の
近
く
で
は
、
風
に
力
が
あ
り
そ
う
に
見
え

苔
の
上
で
は
、
雨
が
降
っ
て
も
痕
も
残
ら
な
い

垣
内
淡
齋
の
作
。

慣
れ
た
道
で
も
、
み
な
新
鮮
な
景
色
で
あ
り

新
し
い
知
り
合
い
も
、
み
な
旧
知
の
よ
う
だ

ま
た
、
結
句
の
優
れ
た
も
の
が
あ
る
。
島
梅
外
の
作
。

三
月
は
あ
っ
と
い
う
間
に
、
七
八
日
も
過
ぎ
て
し
ま
う

明
朝
に
、
雨
が
止
ん
だ
な
ら
家
を
出
て
花
を
見
よ
う

吉
川
子
愿
の
作
。

病
身
で
は
か
え
っ
て
、
新
涼
が
到
る
の
が
心
配
だ

新
し
い
着
物
を
脱
い
で
や
は
り
慣
れ
た
着
物
を
着
る

ま
た
、
五
七
字
の
一
句
で
優
れ
た
も
の
が
あ
る
。
魯
屋
の
、

竹
は
痩
せ
て
い
よ
い
よ
品
格
が
増
す

星
孟
喬
の
、

風
は
潮
の
勢
を
加
え
て
、
海
に
靄
を
生
じ
さ
せ
る

岡
村
養
拙
の
、

日
は
長
く
、
林
に
は
野
鳥
が
飢
え
て
い
る

柏
舒
亭
の
、

僻
村
で
晒
す
漁
網
を
月
が
照
ら
す

句
は
、
貧
乏
に
な
っ
て
か
え
っ
て
清
ら
か
で
新
鮮
で
あ
る

の
作
。
み
な
素
晴
ら
し
い
。

○
今
川
剛
侯

『
臭
蘭
稿
甲
集
』「
名
は
毅
、
緑
窓
と
号
す
。
備
後
福
山
の
人
」

と
あ
る
。『
卜
居
集
』
の
菅
伯
美
の
項
の
注
と
し
て
「
伯
美
、
同
社
友
の
今
川
剛

侯
の
兄
な
り
」
と
あ
り
、
菅
伯
美
の
弟
で
あ
る
の
が
知
ら
れ
る
。
菅
伯
美
は
、

菅
谷
帰
雲
。
十
七
話
参
照
。

○
鷹
野
魯
屋

七
話
参
照
。

○
北
條
士
伸

北
條
蠖
堂
。
漢
学
者
。『
五
山
堂
詩
話
』
補
遺
巻
五
に
見
え
る
。

○
橋
本
子
行

不
明
。『
臭
蘭
稿
甲
集
』
に
五
首
の
詩
が
見
え
る
。

○
所
j
灣

詩
人
、
医
者
。

『
臭
蘭
稿
甲
集
』「
所
君
懐
、
名
は
維
恵
、
柳
湾
と
号
す
。
奥
州
の
人
」
と
あ
る
。

○
院
暗
僧
歸
早

四
話
の
「
院
静
似
無
僧
」
の
項
参
照
。

○
菅
中
菴

不
明
。

○
垣
内
淡
齋

不
明
。

○
島
梅
外

小
島
梅
外
。
十
四
話
参
照
。

○
吉
川

子
愿

『
臭
蘭
稿
甲
集
』「
名
は
恭
、
反
齋
と
号
す
。
伊
賀
疾
医
」
と
あ
る
。

○
星
孟
喬

不
明
。

○
岡
村
養
拙

不
明
。

○
柏
舒
亭

柏
木
如
亭
。
三

話
参
照
。

【
補
説
】
詩
佛
の
摘
録
の
範
囲
、
方
法
や
交
遊
範
囲
の
詩
人
が
わ
か
っ
て
興
味
深

い
段
で
あ
る
。（

四
九
）
補
足

余
、
詩
話
を
作
す
。
或
は
其
の
采
収
、
公
な
ら
ざ
る
を
毀
る
。
余
、
曰
は
く
、

「
語
に
言
は
ず
や
、
爾
が
知
る
所
を
舉
げ
よ
」
と
。
或
は
復
た
曰
は
く
、「
子
、

北
、
秋
田
に
到
り
、
西
、
備
中
に
遊
ぶ
。
經
歴
す
る
所
、
二
十
餘
國
。
栲
亭
・
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六
如
の
諸
人
、
皆
な
其
の
知
る
所
な
り
。
豈
に
此
に
止
ら
ん
や
」
と
。
余
、
又
、

小
説
の
結
語
を
舉
て
、
之
に
告
て
曰
は
く
、「
且
ら
く
下
回
の
分
觧
を
聴
け
」
と
。

【
大
意
】
私
が
、
こ
の
詩
話
を
作
る
と
、
あ
る
人
は
そ
の
詩
の
掲
載
が
公
平
で
は

な
い
の
を
誹
っ
た
。
私
は
、「
言
葉
だ
け
で
な
く
、
貴
方
が
実
際
に
知
る
も
の
を

あ
げ
な
さ
い
」
と
言
っ
た
。
す
る
と
、
あ
る
人
は
ま
た
言
う
、「
貴
方
は
、
北
は

秋
田
、
西
は
備
中
に
ま
で
行
っ
て
い
る
。
既
に
行
っ
た
国
は
、
二
十
あ
ま
り
に

も
な
る
。
栲
亭
や
六
如
の
諸
詩
人
、
み
な
知
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
、

そ
う
し
た
詩
人
に
触
れ
ず
、
こ
こ
で
止
め
る
の
か
」
と
。
私
は
ま
た
、
小
説
の

結
語
を
と
っ
て
、
こ
の
人
に
告
げ
て
言
っ
た
。「
そ
れ
は
次
回
の
お
楽
し
み
」
と
。

○
經
歴
す
る
所

こ
の
時
期
は
詩
佛
は
遊
歴
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
詳
細
は

不
明
。

○
栲
亭

村
瀬
栲
亭
。
漢
詩
人
。
京
都
詩
壇
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。
一

七
四
四
？
〜
一
八
一
八
。

○
六
如

僧
侶
。
漢
詩
人
。
宋
詩
を
主
導
し
清
新

性
霊
派
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
一
七
三
四
〜
一
八
〇
一
。

○
「
且
ら
く
下
回

の
分
觧
を
聴
け
」

小
説
や
講
釈
な
ど
で
、
あ
る
段
が
終
わ
っ
た
時
の
決
ま
り

文
句
。

【
補
説
】
続
編
が
あ
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
、
実
際
に
は
出
版
さ
れ
な
い
こ
と

は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、『
詩
聖
堂
詩
話
』
も
書
き
継
が
れ
な
か
っ
た
。
特
別
な

理
由
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
き
な
詩
壇
の
状
況
か
ら
言
え
ば
、
詩
話

形
式
の
書
と
し
て
は
こ
の
後
、
詩
佛
の
盟
友
で
あ
る
菊
池
五
山
が
『
五
山
堂
詩

話
』
を
長
く
出
版
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
、
詩
佛
の
詩
集
と
五
山
の
詩
話
は
両

輪
の
よ
う
に
、
清
新
性
霊
派
を
牽
引
す
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
五
山
は
晩
年

の
小
冊
以
外
に
個
人
詩
集
は
出
版
し
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
は
原
文
の
翻
刻
は
既
に
あ
る
詩
話
叢
書
本
に
譲
り
、
訓
読
と
注

釈
を
試
み
た
も
の
だ
が
、
四
十
九
話
に
限
っ
て
詩
話
叢
書
本
に
載
せ
な
い
の
で
、

こ
こ
に
句
読
点
な
ど
を
補
っ
た
形
で
原
文
を
附
載
し
て
お
く
。

余
作
詩
話
、
或
毀
其
采
収
不
公
。
余
曰
、「
語
不
言
乎
、
舉
爾
所
知
」。
或
復
曰
、

「
子
北
到
秋
田
、
西
遊
備
中
、
所
經
歴
二
十
餘
國
、
栲
亭
・
六
如
諸
人
、
皆
其
所

知
、
豈
止
于
此
乎
」。
余
又
、
舉
小
説
之
結
語
、
告
之
曰
、「
且
聴
下
回
分
觧
」。
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